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●今月の主なお知らせ
叙勲受章おめでとうございます
平成27年度決算状況

市職員の給与と定員管理の状況
年末年始の家庭ごみ収集など

マイナンバーカードを作りませんか
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12
月
の
広
報

　英語が好きで、英語教室に通っています。
将来は通訳の仕事がしたいです。今は市のハ
ンドボール大会に向けて、５・６年生で練習
を頑張っています。

広瀬　遥
はるか

さん
平小城小学校６年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです

目次
３ 叙勲受章おめでとうございます

第 16回全国障害者スポーツ大会で山鹿市在住の
選手が活躍

４ 平成27年度決算状況　市の家計簿
７ マイナンバーカードを作ってみませんか
８ 山鹿市職員の給与と定員管理の状況
10 シリーズ山鹿灯籠まつり⑦
11 街角ぐるっとナビ
14 秋のイベントスナップ集
16 みんなの広場 /今月の街角ギャラリー
18 市民文芸
19 新着図書ピックアップ

『やまが肝いりどん』通信
20 西南戦争と山鹿　第５回

消費生活相談
21 環境だより /OTASUKE 戦隊・助けるんジャー第 22話
22 わくわくネット
24 みんなの健康手帳

山鹿市民医療センター通信 vol.92
26 およろこび・うぶごえ・おくやみ
27 案内版（年末年始の家庭ごみ収集など）
37 オムロンハンドボール部
38 山鹿市地域包括支援センターだより
40 すくすく倶楽部

山鹿元気プロジェクト通信No. ５

山鹿市情報メールサービス
　市役所からのお知らせや観光イベント情報を、携帯電話やパ
ソコンに電子メールで配信中です。まずはymg-c@one23.net へ
空メールを送ってください。会員登録案内メールが届きますので、
案内にしたがって登録してください。メールが届かない場合は、ド
メイン「ansin-anzen.jp」が受信できるように設定してください。

QRコード
問総務課情報管理室　☎ (43)1117

　山鹿市ではソーシャルメディアを活用した情報発
信を行うため、Facebook（フェイスブック）および
Twitter（ツイッター）による情報発信を行っています。

Facebook
QRコード

山鹿市公式 Facebook
http://www.facebook.com/yamagacity

山鹿市公式 Twitter
https://twitter.com/yamagacity Twitter

QRコード

今月の表紙
くまもと子ども芸術祭2016 in 山鹿

　10月22・23日に「くまもと子ども芸術祭」が天
てん

聽
ちょう

の蔵
くら

（展示部門・体験部門）と八千代座（舞台部
門）で開催。市内外から訪れた多くの人でにぎわい
ました。表紙の写真は舞台部門の田中バレエ教室（主
宰：田中フサ子氏）による「踊

おどり

の祭典」の一コマです。
　　　　　　※15ページにフォトスナップ集掲載

鹿央町の「千田子ども神楽」
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村
上
　
重し

げ

記き

さ
ん
　
小
坂（
山
鹿
）

　

陸
上
自
衛
官
と
し
て
長
年
業

務
に
精
励
し
、
３
等
陸
佐
と
し

て
退
職
さ
れ
る
ま
で
陸
上
自
衛

隊
の
充
実
・
発
展
に
努
め
、
国

の
防
衛
業
務
や
災
害
業
務
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

警
察
官
と
し
て
長
年
業
務
に

精
励
し
、
熊
本
県
警
部
と
し
て
退

職
さ
れ
る
ま
で
、
数
々
の
事
件
解

決
な
ど
治
安
維
持
に
努
め
、
国
民

の
身
体
と
財
産
の
保
護
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章（
警
察
功
労
）

瑞
宝
双
光
章（
防
衛
功
労
）

江
上
　
勝か

つ

則の
り

さ
ん
　
古
閑（
山
鹿
）

栗
原
　
秋あ

き

夫お

さ
ん
　
中（
山
鹿
）

　

長
年
に
渡
る
教
職
歴
の
中
で
、

常
に
教
育
に
情
熱
を
注
ぎ
、
生

徒
や
保
護
者
・
地
域
社
会
か
ら

の
信
頼
を
得
て
職
責
を
果
た
し
、

教
育
行
政
の
発
展
に
も
尽
力
さ

れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章（
教
育
功
労
）

叙
勲
受
章

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲
・
褒
章
・
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

社
会
の
広
い
分
野
で
の
長
年
の
功
績
に
よ
り
受
章
し
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

※�掲載のご承諾をいただいた
皆さんを紹介しています。

第
16
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

山
鹿
市
在
住
の
選
手
が
活
躍

　

10
月
22
〜
24
日
に
岩
手
県
で
第
16
回
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
。
山
鹿
市
か
ら
は
４
人
の
選
手
が

熊
本
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

①
神か

ん

立だ
ち

喜き

代よ

司し

さ
ん
②
陸
上
競
技
③
砲
丸
投
・
銀
メ
ダ

ル
（
５
ｍ
56
㎝
）
／
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
・
銅
メ
ダ
ル

（
19
ｍ
54
㎝
）

①
坂
田
照て

る

美み

さ
ん
②
陸
上
競
技
③
砲
丸
投
・
金
メ
ダ
ル

（
３
ｍ
63
㎝
）
／
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
・
金
メ
ダ
ル
（
７

ｍ
51
㎝
）

①
松
本
寛ひ

ろ

庸の
ぶ

さ
ん
②
水
泳
③
50
ｍ
自
由
形
・
金
メ
ダ
ル

／
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
・
銅
メ
ダ
ル

①
德
丸
舜し

ゅ
んさ

ん
②
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
（
熊
本
県
・

市
合
同
チ
ー
ム
）
③
銀
メ
ダ
ル

※
①
代
表
選
手
名
②
競
技
名
③
種
目
名
・
成
績
（
記
録
）

金メダルを獲得した松本さん
（左）と坂田さん（右）
※熊本県庁で小野副知事報告後
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平成 27 年度
市
の
家
計
簿

決
算
状
況

市税
47 億 4,070 万円

15.1％

5.2％
2.4％
2.8％

40.4％

4.7％

7.5％

12.0％

9.9％
繰越金
16 億 5,441万円

負担金・使用料等
7 億 5,172 万円

その他
８億 6,181万円

地方交付税
127 億 309 万円

国庫支出金
37 億 7,227 万円
 

市債
31億 3,700 万円

県支出金
23 億 5,809 万円

地方譲与税等
14 億 8,487 万円

歳入
74.5％

自主

依存財源

財源

25.5％

問
財
務
課　

☎（
43
）１
１
１
９

人件費
49 億 4,842 万円

16.7％

19.6％

12.2％12.7％
0.8％

10.7％

9.5％

11.7％

0.7％

5.2％

0.2％

扶助費
58 億 3,185 万円

公債費
36 億 1,847 万円普通建設事業費

37 億 7,884 万円

災害復旧費
２億 3,486 万円

補助費等
28 億 3,538 万円
 
維持補修費
２億 1,078 万円
 

積立金
15 億 4,292 万円

貸付金 6,500 万円

繰出金
34 億 6,911万円

物件費
31億 7,377 万円

性質別
歳出
13.5％

38.0％
義務的

その他
の経費

投資的経費

経費

48.5％

２
９
７
億
９
４
０
万
円

①
歳
出
を
性
質
別
に
分
類

３
１
４
億
６
３
９
６
万
円

　
歳
入
総
額
は
、前
年
度
と
比
べ
１
億
２
５
４
７
万
円

（
０
・
４
％
）減
少
し
ま
し
た
。

　
歳
入
の
う
ち
、市
税
、保
育
料
な
ど
の
負
担
金
、施
設

の
使
用
料
や
証
明
書
発
行
手
数
料
と
い
っ
た
自
主
的
に

収
入
で
き
る
財
源
（
自
主
財
源
）は
、80
億
８
６
３
万
円

で
全
体
の
25
・
５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
一
方
、地
方
交
付
税
、特
定
の
事
務
事
業
に
対
し
て

国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
支
出
金
、道
路
な
ど
の
社
会

資
本
整
備
や
学
校
建
設
な
ど
の
事
業
の
た
め
に
借
り
入

れ
る
市
債
な
ど
の
依
存
財
源
は
２
３
４
億
５
５
３
３
万

円
で
全
体
の
74
・
５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
歳
入
の
約
４
割
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
、合
併
後

11
年
目
に
当
た
る
平
成
27
年
度
以
降
段
階
的
に
減
額
さ

れ
て
い
ま
す
。今
後
も
安
定
的
な
財
政
運
営
を
図
る
た

め
、新
た
な
自
主
財
源
の
確
保
や
市
税
な
ど
の
徴
収
対

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
歳
出
総
額
は
、前
年
度
と
比
べ
て
２
億
２
５
６
３
万

円
（
０
・
８
％
）減
少
し
ま
し
た
。

　
歳
出
を
性
質
別
に
分
類
す
る
と
、支
出
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
経
費
（
人
件
費
、扶
助
費
、公
債
費
）が

１
４
３
億
９
８
７
４
万
円
で
全
体
の
48
・
５
％
を
占
め

て
い
ま
す
。子
ど
も
や
高
齢
者
、障
が
い
者
に
対
す
る
医

療
費
給
付
や
各
種
助
成
な
ど
社
会
保
障
に
要
す
る
経
費

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、道
路
や
学
校
建
設
、消
防
施
設
の
整
備
な
ど
の

投
資
的
経
費
は
、40
億
１
３
６
９
万
円
で
全
体
の
13
・

５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
経
費
は
、１
１
２
億
９
６
９
６
万
円
で
全

体
の
38
・
０
％
を
占
め
て
い
て
、介
護
保
険
事
業
、農
業

集
落
排
水
事
業
な
ど
の
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
11
・

７
％
、ご
み
処
理
を
行
う
広
域
行
政
事
務
組
合
の
負
担

金
や
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
が
９
・
５
％
、公
共
施
設
の

管
理
費
な
ど
の
物
件
費
が
10
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、歳
出
の
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
歳
入
や
歳
出
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

普
通
会
計
の
歳
入
と
歳
出
の
差
し
引
き
は
、

17
億
５
４
５
６
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。こ
の

う
ち
、平
成
28
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
に
充
て
る

財
源
９
５
０
４
万
円
を
除
い
た
16
億
５
９
５
２
万
円

が
実
質
的
な
黒
字
と
な
り
ま
す
。

歳出

歳入 普
通
会
計
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預貯金（積立基金） 借入金（市債）

総務費
45 億 1,692 万円

15.2％

34.3％

0.0％

6.8％
8.5％

1.8％

5.0％

9.1％

0.8％

5.6％

12.2％

0.7％

民生費
101億 8,718 万円

衛生費
20 億 1,330 万円

労働費 146 万円

農林水産業費
25 億 1,624 万円

消防費
15 億 456 万円
 
土木費
16 億 7,980 万円
 

災害復旧費
２億 3,485 万円

議会費２億 1,472 万円

教育費
26 億 9,762 万円

商工費
５億 2,428 万円

公債費
36 億 1,847 万円

目的別
歳出

区　分 内　容
議会費 市議会の活動費用

総務費 財産管理、広報、税務事務、戸籍事務、
選挙などの費用

民生費 子ども医療費の助成、保育所の運営、
障がい者・高齢者の支援などの費用

衛生費 健康診断、予防接種、ごみ処理などの
費用

労働費 雇用対策などの費用
農林水産業費 農業・林業の振興などの費用
商工費 商業・工業・観光の振興などの費用
土木費 道路の整備、公園、住宅の管理などの費用

消防費 消防・救急業務、防災行政無線の整備
および維持管理などの費用

教育費 市立学校・幼稚園の運営、社会教育・
体育の振興、文化財の保護などの費用

公債費 国や県、銀行などから借りたお金・利
子の返済金

収入（歳入） 146万 3,236円

市税
地方交付税
地方譲与税等

給料 88万 280円

国庫支出金
県支出金

実家からの援助 28万 5,094円

市債 銀行からの借入 14万 5,887円

財産収入
分担金・負担金
使用料・手数料

家賃収入 ３万8,912円

諸収入・寄附金 臨時収入 ３万2,077円

繰越金 前年度の余り ７万6,938円

繰入金 預貯金の取り崩し 4,048円

支出（歳出） 138万1,640円

人件費 食費 23万 127円
扶助費 医療費、養育費 27万 1,211円
公債費 ローン返済 16万 8,277円
物件費 光熱費や通信費など 14万 7,597円
普通建設事業費 家の増改築、車の買い換え 17万 5,735円
維持補修費 家の維持補修 9,802円
繰出金 子どもへの仕送り 16万 1,332円
補助費等 地域活動会費 13万 1,860円
積立金 貯金 ７万1,754円
貸付金 知人などへの貸付金 3,023円
災害復旧費 自然災害への応急対応 １万922円

平成27年度末残高　136億 9,343万円
　前年度比　 15 億 3,703 万円増
　市民１人当たり 25 万 4,279 円

※�年度間の財源の不均衡を調整する財政調整基金や市
債を計画的に返済するための減債基金、福祉や教育
など特定の目的のために積み立てる特定目的基金

（７基金）があります。

平成27年度末残高　345億 9,380万円
　前年度比　  １億 2,901 万円減
　市民１人当たり 64 万 2,387 円

※�道路や学校などの施設は、将来にわたって利用され
るものです。世代間で公平にその整備費用を負担す
るため、市債を発行しています。

山鹿市の家計簿（１世帯当たり）

    市の財政をより分かりやすくご覧いただくため、１世帯当たりに換算した家計簿を作成しました。

※６ページに続きます

※�１世帯当たりの額は、住民基本台帳世帯21,503世帯（平成27年度末）で計算しています。

※�１人当たりの額は、住民基本台帳人口53,852人（平成27年度末）で計算しています。

②�
歳
出
を
目
的
別
に
分
類

◀
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▶□決算状況
会　　計　　名 歳入総額 歳出総額 収支 27年度末

積立金現在高
27年度末
借入金残高

国民健康保険事業 92 億 2,857 万円 90 億 8,787 万円 １億 4,070 万円 １億 3,454 万円 0 円
後期高齢者医療 ６億 7,046 万円 6 億 5,622 万円 1,424 万円 0 円 0 円
農業集落排水事業 ９億 3,569 万円 ９億 3,569 万円 ０円 3,764 万円 61 億 8,197 万円
介護保険事業 61 億 6,302 万円 60 億 171 万円 １億 6,131 万円 ３億 7,525 万円 ０円
簡易水道事業 ２億 8,190 万円 ２億 8,190 万円 ０万円 ０円 14 億 5,953 万円
六郷財産区 41 万円 ９万円 32 万円 1,656 万円 ０円
城北財産区 811 万円 408 万円 403 万円 7,534 万円 ０円
稲田財産区 39 万円 ３万円 36 万円 304 万円 ０円
稲田六郷財産区 56 万円 ３万円 53 万円 3,293 万円 ０円

健全化判断比率
財政の健全度を示す「健全化判断比率」につ
いては、いずれの指標についても早期健全化
基準、財政再生基準を下回りました。

比率 山鹿市 早期健全
化基準

財政再生
基準

実質赤字比率 黒字のため
該当なし 12.60% 20.00%

連結実質
赤字比率

黒字のため
該当なし 17.60% 30.00%

実質公債費比率 8.5% 25.0% 35.0%
将来負担比率 13.1% 350.0% −

資金不足比率
特別会計・企業会計の料金収入の規模と資金
不足を比較して、経営状況の深刻度を示す指標
です。本市の対象となる会計は次のとおりで、
いずれも資金不足を生じていないため、比率は

「−（なし）」になっています。

特別・企業会計 資金不足
比率

経営健全化
基準

水道事業会計 ― 20.0%
病院事業会計 ― 20.0%
下水道事業会計 ― 20.0%
農業集落排水事業
特別会計 ― 20.0%
簡易水道事業特別会計 ― 20.0%

「特別会計」は、特定の事業を行う場合に、その収入と支出を区別して管理するために設置するも
ので、本市では、次の特別会計（９会計）を設置しています。

▶□損益計算書
区分 総収益 総費用 当期純利益

水道事業 ３億 9,745 万円 ３億 7,638 万円 2,107 万円
病院事業 33 億 3,270 万円 33 億 9,839 万円 ▲ 6,569 万円
下水道事業 12 億 4,519 万円 11 億 3,671 万円 １億 848 万円

【水道事業】
借方 貸方

固定資産（土地、建物など） 固定負債（退職給与引当金など）
37 億 7,470 万円 23 億 6,359 万円

流動資産（現金、未収金など）流動負債（未払金など） １億 9,699 万円
　６億 2,161 万円 繰延収益 ３億 9,041 万円

資本金 12 億 457 万円
剰余金 ２億 4,075 万円
　うち資本剰余金 62 万円
　うち利益剰余金 ２億 4,013 万円

資産合計  43 億 9,631万円 負債・資本合計　　    43 億 9,631万円

【病院事業】
借方 貸方

固定資産（土地、建物など） 固定負債（借入金） 53 億 8,752 万円
　44 億 8,990 万円 流動負債（未払金など） ８億 9,658 万円

流動資産（現金、未収金など）繰延収益 １億 4,222 万円
　８億 551 万円 資本金 １億 7,412 万円

繰延勘定 １億 4,107 万円 剰余金 ▲ 11 億 6,396 万円
　うち資本剰余金 １億 379 万円
　うち利益剰余金 ▲ 12 億 6,775 万円

資産合計  54 億 3,648万円 負債・資本合計　       54 億 3,648万円

【下水道事業】
借方 貸方

固定資産（土地、建物など） 固定負債（借入金） 56 億 506 万円
　156 億 4,438 万円 流動負債（未払金など） ４億 3,906 万円

流動資産（現金、未収金など）繰延収益 79 億 4,067 万円
　9,834 万円 資本金 ６億 7,864 万円

剰余金 10 億 7,929 万円
　うち資本剰余金 １億 3,603 万円
　うち利益剰余金 ９億 4,326 万円

資産合計  157億4,272万円 負債・資本合計　     157 億 4,272万円

◦�実質赤字比率…普通会計の赤字の程度から財
政運営の深刻度を示す指標
◦�連結実質赤字比率…市の全会計（普通会計、
特別会計、公営企業会計）の赤字の程度から
財政運営の深刻度を示す指標
◦�実質公債費比率…借入金の返済額の大きさか
ら資金繰りの危険度を示す指標
◦�将来負担比率…借入金などの負債の残高から
将来的な財政の圧迫度を示す指標
◦�早期健全化基準…財政運営上の黄信号。この
基準が１つでも当てはまると、財政健全化計画
の策定などが義務付けられる。
◦�財政再生基準…財政運営上の赤信号。財政再
生計画の策定が義務付けられ、市債の発行が
制限される。

「公営企業会計」は、独立採算を基本と
した会計で、本市では次の企業会計（３
会計）を設置しています。

特別会計

公営企業会計

決
算
状
況
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マイナンバーカードって何？

マイナンバーカードを
作ってみませんか？

問市民課　☎（43）1169マイナンバーは一生使うものです。大切にしてください。

●マイナンバー（個人番号）カードでもっと便利に！

マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん

昨年送られてきた紙のカードじゃないの？
マイナンバーも書いてあるよ。 

それは通知カードだよ。
通知カードの下にある申請書か、市民課や各市民センター
で発行する申請書に顔写真を貼って申請すると、顔写真
つきのマイナンバーカードが作れるんだよ。

通知カードとマイナンバーカードはどう違うの？

赤枠の部分が
申請書だよ。

顔写真付きの本人確認書類になるよ。

通知カードはマイナンバーを証明するカードであって、
本人確認のときの証明書としては使えないんだ。
マイナンバーカードは本人確認書類として使えるし、全
国のコンビニで住民票の写しなどの各種証明書を取るこ
とができるんだよ。

本人確認書類としても使えて、コンビニでも各種証明書
が取れるんだ！すごく便利だね！
僕も作ってみようかな！！

マイナンバーカードを利用すると住民票の写し
などの各種証明書がコンビニで取得できます‼
◆利用時間（年末年始を除く）
土日祝日を含む午前６時半から午後11時まで
※�戸籍全部（個人）事項証明書は土日祝日を除く
　午前８時半から午後５時 15 分まで
◆交付できる証明書
 ●　�住民票の写し
 ●　�印鑑登録証明書
 ●　�所得証明書（現年度分）
 ●　�市県民税課税台帳記載事項証明書（現年度分）
 ●　�戸籍全部（個人）事項証明書（山鹿市に住民登録

があり、山鹿市に本籍がある人）

◆サービスを利用できるコンビニエンスストア
以下のコンビニの全国の店舗で交付できます。 

 ■　�セブンイレブン
 ■　�ローソン（ローソンストア100を除く）
 ■　�ファミリーマート
 ■　�サークルＫサンクス
※�多機能端末機（マルチコピー機）を設置していな

い店舗では、利用できません。

み　ほ　ん

み　ほ　ん

通知カード

マイナンバーカード

ころう君
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職員手当には、退職手当を含みません。

平均給与には、給料、扶養手当などの諸手当が含まれます。

経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務して
いる場合は、採用後の年数をいうものです。

福利厚生費
・健康診断事業　　　　　　　　　　　　　         6,437 千円

給料などの状況（平成27年４月１日現在）

手当などの状況（平成27年度決算）

職員給与費の状況（普通会計決算）

区分
職員数 給     与     費 一人当た

り給与費
（B ／ A）（A） 給　料 職員手当 期 　  末

勤勉手当  計（B）

27年度 542人 千円 千円 千円 千円 千円
2,030,761 228,605 785,351 3,044,717 5,618

職員の平均給料月額 ・平均給与月額・平均年齢の状況

区　分 一　　般　　行　　政　　職
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

山鹿市 331,647 円 365,615 円 43.9 歳
国 334,283 円 − 43.5 歳

特別職の報酬などの状況
区　　分 給料月額など 区　　分 27 年度支給割合など

給　

料
市　長
副市長

835,000 円
648,000 円

（平成25年7月から給
料月額10％減額）

期　

末　

手　

当

市　長
副市長

６月期 1.5 月分
12 月期 1.65 月分

計 3.15 月分
加算措置：有

報　

酬

議　長
副議長
議　員

410,000 円
375,000 円
353,000 円

議　長
副議長
議　員

６月期 1.5 月分
12 月期 1.65 月分

計 3.15 月分
加算措置：有職員の初任給の状況

区　分 山鹿市 国決定初任給
一　般
行政職

大学卒 174,705 円 174,200 円
高校卒 142,512 円 142,100 円

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 

区　分 経験年数
10 年 15 年 20 年

一　般
行政職

大学卒 259,289 円 301,400 円 360,460 円
高校卒 220,738 円 275,428 円 317,188 円

ラスパイレス指数の状況（一般行政職）
山鹿市 国 ＊�ラスパイレス指数（国家公務員の給

与水準を 100 として比較）98.4 100

職員手当の状況
区　分 山　鹿　市 国の制度との異同

期末手当
勤勉手当

（支給割合） 期末手当 勤勉手当

同

６月期 1.225 月分 0.75 月分
12 月期 1.375 月分 0.85 月分

計 2.60 月分 1.6 月分
職制上の段階、職務の
級などによる加算措置 有

退職手当

（支給率） 自己都合 勧奨・定年

同

勤続 20 年 21.62 月分 27.025 月分
勤続 25 年 30.82 月分 36.57 月分
勤続 35 年 43.7 月分 52.44 月分
最高限度額 52.44 月分 52.44 月分
１人当たり
平均支給額 20,774 千円

その他の加算措置：定年前早期退職
　　　　　　　　　特例措置
　　　　　　　　（2％〜 45％加算）

扶養手当

配偶者…13,000 円
その他の扶養親族…6,500 円
　※配偶者を欠く場合…11,000 円
加算措置：16 歳〜22 歳までの間にある
　　         子１人につき5,000 円の加算

同

区　分 実績など

特    殊
勤    務
手    当

支給実績 3,829 千円
職 員 全 体 に 占 め る 手
当 支 給 職 員 の 割 合 1.7％

支給対象職員１人当たり平均支給年額 45,582 円
支給年額手当の種類（手当数） 13

手当の名称

税賦課徴収業務手当
社会福祉業務手当
感染症防疫作業手当
火災出場手当
救急出場手当
水難救助手当　ほか

時間外
勤務手当 支給実績 56,103 千円

区　分 山　鹿　市 国の制度との異同
住居手当 借家・借間…27,000 円まで 同

通勤手当
２キロ〜 5 キロ未満…2,000 円
５キロ〜 10 キロ未満…4,200 円　
10 キロ以上…7,100 円〜 31,600 円
バス利用…55,000 円まで

同

職員数は、平成 27 年４月１日現在の人数です。

市職員の給与は、国・地方公共団体の職員、民間企業の従業者の給与などを考慮して、市議会での審議を経て決
定しています。さらに詳しい内容は市のホームページに掲載しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問総務課　☎43（1117）
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人件費には、特別職に支給
される給料、報酬などを含
みます。

職員数は一般行政職に属する職
員数で、地方公務員の身分を保
有する休職者、派遣職員などを含
み、臨時または非常勤職員を除
いています。

標準的な職務内容とは、それぞ
れの級に該当する代表的な職名
です。

山鹿市の給与条例に基づく給料
表の級区分による職員数です。

人件費（平成27年度普通会計決算　人口：平成 28 年１月１日現在）

職員数などの状況（平成28年４月１日現在）

部門別職員数の状況と主な増減数

部　　門
職員数（人） 増減数

（対前年比）27 年度 28 年度

一　

般

議　会 5 5 0
総　務 95 90 △ 5
税　務 23 22 △ 1

農林水産 49 49 0
商　工 20 21 1
土　木 34 32 △ 2
民　生 115 107 △ 8
衛　生 37 36 △ 1
小　計 378 362 △ 16

特　

別

教　育 83 82 △ 1
消　防 81 79 △ 2
小　計 164 161 △ 3

合　計 542 523 △ 19

一般行政職の級別職員数の状況
区　分 標準的な職務内容 職員数（人）構成比（％）

1　級 主　事 26 7.2

2　級 主　事 25 6.9

3　級
係　長

119 32.9主　任
主任主事

4　級 係　長
主　任 91 25.1

5　級
課　長

55 15.2
課長補佐

6　級 課　長 40 11.0
7　級 部　長 5 1.4
8　級 部　長 1 0.3

計 362 100

人件費の状況
住民基本台帳人口 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ／Ａ）

54,118 人 29,709,396 千円 1,659,517 千円 4,948,419 千円 16.7％

0
10

20

30

40

50

60

70

80
（人）

年齢区分 20歳未満 20〜23歳 24〜27歳 28〜31歳 32〜35歳 36〜39歳 40〜43歳 44〜47歳 48〜51歳 52〜55歳 56〜59歳 60歳以上 合計

人数 ３ 13 23 33 50 55 77 74 62 53 80 0 523

年齢別職員数の状況

山鹿市職員の

給与と定員管理の状況

20
歳
未
満

20
〜
23
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〜
27
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28
〜
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歳

32
〜
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歳

36
〜
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歳
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〜
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歳
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〜
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歳
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〜
51
歳
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〜
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歳

56
〜
59
歳

60
歳
以
上
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現
在
の
灯
籠
師

　

山
鹿
灯
籠
制
作
者
の
こ
と
を
「
灯
籠
師
」

と
呼
び
ま
す
。

　

現
在
は
灯
籠
師
６
人
、
灯
籠
師
見
習
い
３

人
の
計
９
人
で
山
鹿
灯
籠
の
制
作
を
行
っ
て

い
ま
す
。
か
つ
て
は
女
性
禁
制
の
時
代
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
で
は
９
人
の
う
ち
５
人
が

女
性
で
、
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。
灯
籠
師

に
な
る
に
は
、高
度
な
技
術
と
熟
練
を
要
し
、

一
人
前
に
な
る
に
は
約
10
年
の
期
間
が
必
要

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

灯
籠
師
松
本
清せ

い

記き

氏

（
１
８
８
０
〜
１
９
７
３
年
）

　

灯
籠
師
の
歴
史
を
語
る
中
で
外
す
こ
と
が

で
き
な
い
の
が
、
故
松
本
清
記
氏
で
す
。
松

本
氏
は
代
々
秘
伝
と
さ
れ
て
き
た
山
鹿
灯
籠

制
作
の
技
術
を
一
般
に
広
く
公
開
し
ま
し

た
。
数
々
の
大
作
・
名
作
を
作
り
、
後
継
者

の
育
成
や
制
作
技
術
の
改
良
・
保
存
に
多
大

な
貢
献
を
し
て
、
山
鹿
市
名
誉
市
民
の
称
号

シ
リ
ー
ズ

山
鹿
灯
籠
ま
つ
り
⑦

　
　
　
　
未
来
へ
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
☎（
43
）１
５
７
９

を
は
じ
め
、
熊
本
県
近
代
文
化
功
労
者
顕
彰

や
熊
本
日
日
新
聞
社
会
賞
な
ど
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。

　

温
厚
な
人
柄
で
市
民
か
ら
親
し
ま
れ
て
い

た
松
本
氏
は
、
幼
少
期
か
ら
手
先
が
器
用
で

し
た
。
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
で
、
絵
本
を

読
む
だ
け
で
は
な
く
別
の
紙
に
写
し
取
っ
て

い
ま
し
た
。
14
歳
に
な
る
と
絵
画
の
修
行
に

打
ち
込
み
ま
し
た
が
、
た
ま
に
灯
籠
師
で
あ

る
親
類
の
木
村
仙せ

ん

太た

郎ろ
う

氏
の
家
に
泊
ま
る
こ

と
が
あ
り
、
木
村
氏
の
灯
籠
制
作
の
姿
を
見

て
、
そ
の
道
に
惹
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
松

本
氏
が
器
用
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
木
村
氏
の

制
作
の
手
伝
い
も
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
も
絵
画
の
修
行
に
励
ん
だ
松
本
氏

で
す
が
、
明
治
33
年
、
20
歳
の
と
き
に
木
村

氏
の
婿む

こ

養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
松

本
氏
は
木
村
氏
の
灯
籠
制
作
を
熱
心
に
手
伝

い
、
教
わ
る
こ
と
も
な
く
、
制
作
の
技
法
な

ど
を
習
得
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
明

治
35
年
に
は
座
敷
作
り
を
自
ら
の
力
で
作
り

上
げ
、
や
が
て
一
流
の
灯
籠
制
作
者
と
並
ん

で
、
頭
角
を
現
し
始
め
ま
し
た
。

　

明
治
42
年
に
は
、
松
本
氏
に
と
っ
て
生
涯

の
大
作
と
も
い
わ
れ
る
「
熊
本
城
全
景
」
の

制
作
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
松
本
氏
は
灯
籠

制
作
の
伝
統
を
守
る
た
め
に
、
大
作
・
名
作

を
作
り
続
け
る
傍
ら
、
家
ご
と
に
代
々
伝
わ

る
秘
法
を
集
大
成
し
、
余
す
こ
と
な
く
弟
子

に
伝
え
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
で
優
れ
た
灯
籠

師
た
ち
が
育
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
山
鹿
灯
籠
制
作
の
技
法

　

木
や
金
具
を
使
わ
ず
、
手て

漉す
き

和
紙
と
糊の

り

だ

け
で
制
作
さ
れ
る
山
鹿
灯
籠
で
す
が
、
全
て

の
工
程
は
灯
籠
師
の
手
作
業
で
行
わ
れ
ま

す
。
次
に
、
金
灯
籠
の
制
作
法
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

金
灯
籠
制
作
工
程

①�

金
紙
に
和
紙
を
裏
打
ち
し
（
灯
籠
紙
）、

伝
統
的
に
規
格
化
さ
れ
た
寸
法
の
穴
が
空

け
て
あ
る「
歩ぶ

紙が
み

」を
用
い
て
、和
紙
に「
折

り
線
、
切
り
線
」
の
指
標
と
な
る
穴
を
針

で
開
け
ま
す
（
歩
つ
き
）。

②�

切
り
線
に
沿
っ
て
小
刀
で
切
り
込
み
ま
す
。

他
に
、
型
紙
を
用
い
て
切
り
分
け
ま
す
。

③�

切
り
分
け
た
灯
籠
紙
に
筋
目
を
付
け
、
折

り
や
す
く
し
（
蛍
貝
ひ
き
）、糊
付
け
（
そ

く
い
糊
つ
け
）し
て
部
品
を
作
製
し
ま
す
。

④�

部
位
ご
と
に
作
製
し
た
も
の
を
糊
だ
け
で

接
着
し
組
み
上
げ
ま
す
。特
に
金
灯
籠
は
、

高
さ
が
不
統
一
だ
と
違
和
感
が
生
じ
る
の

で
、
蕨わ

ら
び

手て

の
高
さ
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　

山
鹿
灯
籠
民
芸
館
で
は
、
灯
籠
師
に
よ
る

制
作
実
演
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
灯
籠

師
の
技
術
を
間
近
で
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

■
参
考
文
献

　

・　�

山
鹿
市
教
育
委
員
会
『
近
代
の
山
鹿
を
築

い
た
人
た
ち 

山
鹿
灯
籠
製
作
技
術
を
集

大
成
、
広
く
公
開 

松
本
清
記
』
平
成
22
年

灯籠を制作する松本氏

完成した金灯籠

裏打ち

蛍貝ひき小口つけ

束柱切り 歩つき

天井切り

全体組み立て そくい糊つけ

◀
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街角ぐるっとナビ 
平山温泉の顔がリニューアル
…平山温泉「元

も と

湯
ゆ

」新築落成式　　　　     11 月７日

秋の矢谷渓谷を満喫してもらいました
…第２回きらり里山学校　　　　　　   　　11 月 12 日

　平山温泉の立ち寄り湯の顔である「元湯」の改装工事
が終了し、平山温泉組合（牛嶋章

しょう

一
いち

組合長）や地元関係
者ら 20 人が参加して落成式が行われました。おととし
９月から施設整備工事に着手し、営業を続けながら改装
を行ってきたものです。牛嶋組合長は「平成 12 年から
改装の計画を立て、ようやく落成を迎えることができま
した。県外から毎日来られるお客様もいるほどの良質な
温泉です。これを機に平山温泉ファンがますます増えて、
地域も活性化してくれることを期待しています」と話し
ました。元湯はアルカリ性の単純温泉で、男女それぞれ
露天風呂も新設されています。

晴天の中行われた落成式の様子 映画を鑑賞する皆さん

岳間小閉校後の岳間を、熊本を元気に！
…熊本地震復興支援映画鑑賞会　　　　　10 月 23 日

　岳間地区の若者らで組織する地域おこしグループ
６

む し ば

４８会（会員 50 人、平田政
ま さ

友
と も

会長）が、旧岳間小体
育館で映画鑑賞会を実施。地域内外から約 220 人が集
まり、上映された「岳間小学校閉校記念 116 年の軌跡」と、
熊本出身の俳優らが出演する「うつくしいひと」を楽し
みました。地震の復興を支援する募金活動も行われ、総
額 172,537 円が集まりました。平田会長は「実際に被
災地を見たときはショックでした。何か役に立ちたいと
いう思いと、地域の皆さんの楽しみの場を設けたいとい
う思いで企画しました」と話しました。募金は「くまも
と映画製作実行委員会」を通じて被災地に送られます。

ジャガイモ掘りを楽しむ吉行さん親子

　菊鹿町の奥矢谷渓谷きらりキャンプ場で「きらり里山
学校」を開催し、県内外から 84 人が参加。これは奥矢
谷渓谷公園管理運営組合（一法師將

まさ

實
み

代表）が、市の委
託を受けて行う農村観光事業です。まずは体育の授業で、
2.8㎞のウォーキング。紅葉と皇帝ダリアの花が見頃を
迎え、参加者は思い思いの場所で写真を撮っていました。
次は理科の授業で、大根とジャガイモ掘りを満喫。夜は
キャンプ場に宿泊し、翌日は栗だんご作りを楽しみまし
た。熊本市から参加した吉

よ し

行
ゆ き

謙
け ん

介
す け

さんは「きらりには何
度も来ています。ウォーキングは天気が良くて気持ち良
かったです」と笑顔でした。

お

大きなおすもうさんと相撲対決！
…鳴

な る

戸
と

親方・佐
さ ど

渡ヶ
が

嶽
た け

部屋の力士と園児の交流　11 月８日

力士と相撲対戦をする園児

　山鹿ふるさと振興会（寺崎勇
ゆ う

児
じ

会長）の主催で、佐渡ヶ
嶽部屋の鳴戸親方（元大関琴

こ と お う

欧洲
しゅう

）と力士３人が山鹿保
育園を訪れ、山鹿保育園と米田保育園の園児約 120 人
と交流しました。
　親方と力士を園児が出迎えたあと「サンバ山鹿音頭」
を披露。かわいい踊りで歓迎しました。
　園児と力士の相撲対戦では、園児数人がかりで力士を
押したり追いかけたりしていましたが、大きなおすもう
さんに悪戦苦闘。見学していた園児も大きな声援を送り
応援しました。力士の着ぐるみを着た保育士が登場し相
撲を取ると、会場は笑いに包まれました。
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街角ぐるっとナビ 

、

広報やまがの編集技術を伝授？
…八幡小学校６年生総合的な学習の時間  10 月 25 日

　八幡小学校（佐々木晴
は る

敏
と し

校長：児童数207 人）
６年生の総合的な学習の時間に、広報やまが担当
者がゲストティーチャーとして招かれ、児童が作
成しているリーフレットのアドバイスを行いまし
た。児童らは「八幡の力」というテーマで地域の活
性化を目的とした学習を行っていて、歴史・文化グ
ループでは、八幡の魅力をPR するリーフレット作
りに取り組んでいます。児童らが作業を進める中
で「広報やまがの担当者にアドバイスしてほしい」
との思いで声が掛かったもので、担当者は授業を
前に、必死に勉強して当日に臨みました。

アドバイスを聞いてくれた歴史・文化グループの皆さん

、

平山地区に新たな地域活性化の拠点
…きむらのあられ山鹿ファーム「壱ノ蔵」オープン　10 月 18 日

　「きむらのあられ」で知られる株式会社木村（熊
本市：木村光

み つ

男
お

社長）が昨年５月に農業法人「き
むらのあられ山鹿ファーム」を設立し、山鹿市へ
農業参入。このたび、平山地区に工房兼店舗「壱
ノ蔵」をオープンし、地元の関係者らを招いて落
成式が行われました。壱ノ蔵はもち米や大麦を使
用した飴などの手作り菓子工房や、地元野菜を
使った食事処を備え、地産地消を目指した事業を
展開されます。木村社長は「地域の工場として、
地元の人とともに、これからの時代に沿う取り組
みをしたい」と話しました。

オープンした壱ノ蔵の外観

熊本県社会教育委員連絡協議会表彰
…野中弘

こ う

樹
き

さん　四丁（鹿北）　小坂貴
き

和
わ

子
こ

さん　千田（鹿央）
　社会教育の推進に貢献され
たお二人が表彰されました。
同表彰は、社会教育委員とし
ての活動を顕彰するもので
す。野中さんは、平成 17 年
４月から平成 27 年３月まで
の 10 年間、小坂さんは、平
成 17 年 4 月 か ら 現 在 ま で、
本市の社会教育を推進するた
めの提言書の作成など、地域
の活性化に貢献されました。

ボランティア功労者に対する厚生労働大臣表彰
…コスモスボランティアグループ
　コスモスボランティ
アグループ（代表 壇

だ ん

勇
いさむ

さん、会員 20 人）は、
平成４年に結成。年間
50 回ほど福祉施設など
を訪問し、音楽や踊り
で入所者を楽しませて
います。その功績が認
められ、厚生労働大臣
から表彰状が贈られま
した。

左から野中さん、小坂さん

文部科学大臣表彰、山鹿地区防犯協会表彰、大道地区公民館感謝状の伝達式
…大道校区白石十三部「ささえあい」　学校安全ボランティア活動　11 月６日

　白石十三部地区では、昭和
50 年代の人口増加に伴って交
通量も増大。大道小児童の登
下校を保護者が見守っていま
したが、平成 10 年頃に「ささ
えあい」として組織作りを行い、
現在まで見守り活動を行ってい
ます。その功績が認められ、こ
のたび文部科学大臣表彰など
を受賞。この日は会員への伝
達式が行われました。ささえあいの会員と関係者の皆さん

平成 28 年度熊本県交通安全功労者表彰

　山鹿市の交通指導員として長年にわたり、地域での交通安全活動
に積極的に取り組まれ、交通安全推進活動の模範となるものと認め
られ受賞されました。

小原洋
よう

介
すけ

さん
岩野（鹿北）

中村武
たけ

光
みつ

さん
石（山鹿）

永田俊
しゅん

丞
すけ

さん
志々岐（山鹿）

前田一
かず

秀
ひで

さん
中（山鹿）

受賞した会員の皆さん
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、

災害にも強い地域コミュニティづくり
…地域づくり市民塾事業　　　　　11 月９日

　災害に強い地域づくりを目指し、８月から山鹿
市民交流センターで行ってきた全５回のワーク
ショップが終了。最終回となったこの日は参加者
が進行役となり、意見を引き出しながら話し合い
を進めました。進行役を務めた大坪豪

ご う

さん（27）
は「話し合いに参加するのとは全く違って難し
かった。でも楽しかったので、またやりたいです」
と感想を述べました。これまでのワークショップ
で、日頃から地域のさまざまな世代が話し合う雰
囲気をつくることや、災害が起こる前に対応方法
を話し合っておくことの大切さを学びました。

大坪さんが進行するワークショップの様子

まだまだあるよ。街角ぐるっとナビまだまだあるよ。街角ぐるっとナビ

移住定住対策および鹿北地域の地域おこし協力隊員として委嘱
…戸

と

村
む ら

美
み

月
づ き

さん（24 歳、熊本市西区在住）　　　　　　  11 月１日
　戸村さんは香川県出身で、
福岡県や広島県で過ごした経
験をお持ちです。これから鹿
北に住んで、地域おこしに取
り組んでもらいます。すでに
鹿北が好きになったという戸
村さんは「ずっと山鹿市に住
み続けたいと思われるような
まちづくりをしたい」と話し
ました。市民の皆さん、よろ
しくお願いします。

目に浮かぶ茶山の風景
…第 26 回鹿北茶山唄全国大会　　　　　　　　          10 月 30 日
　鹿北体育センターで鹿北茶
山唄全国大会が開催され、県
内外から参加した 240 人が自
慢の唄を競いました。予選を
勝ち抜き、見事グランプリを
勝ち取ったのは、熊本市の市
原優

ゆ う

奈
な

さん（20）でした。大
会終了後には恒例のジャンケ
ン大会も行われ、勝ち残った
人には抱えきれないほどの鹿
北の特産品が贈られました。 グランプリの市原さん（左）

会員約 200 人が市内５カ所で汗を流しました
…全国一斉シルバーの日奉仕活動　　　　　　　　　　10 月 19 日

　山鹿市シルバー人材セン
ターの会員約 200 人が、市内
５カ所（山鹿市総合体育館、
鹿北市民センター、ひまわり
館、中富小学校、鹿央市民セ
ンター）で草刈りや清掃など
の奉仕活動を実施。蒸し暑さ
を感じる天気でしたが、お
陰でとてもきれいになりまし
た。会員の皆さん、ありがと
うございました。熟練の手つきで作業が早いです

左から中嶋憲正市長と戸村さん

火災予防意識の高揚を目指して
…消防の絵・書道コンクール表彰式　　　　　　　      11 月 14 日
　山鹿市消防本部でコンクー
ルを開催。絵に 140 点、書道
に 277 点の応募があり、それ
ぞれ低学年の部と高学年の部
の最優秀賞が決まりました。

【絵】
八幡小１年　富田大

だ い

希
き

さん
大道小６年　金山聡

さ と

志
し

さん
【書道】
八幡小３年　隈部円

わ

子
こ

さん
山鹿小５年　友田真

し ん

杜
と

さん
左から富田さん、金山さん、隈部さん、友田さん

、

きれいにする心を子どもに伝えたい
…山鹿市私立保育園保育研究会ボランティア 11 月12 日

　山鹿市私立保育園保育研究会（木庭律
り つ

子
こ

会長、
会員数 17 園208 人）の会員がごみ拾いのボラン
ティア作業を行いました。「みんなで育てよう 山
鹿の子

たから

」をスローガンに、平成17 年の会設立以来、
研修やボランティア活動などを続けています。
　この日は会員約140 人が参加し、市内13 カ所に
分かれ作業を実施。他の園の会員と日ごろの園の
様子などを楽しく話しながら、ごみを拾いました。
　木庭会長は「活動を通して、山鹿をきれいにす
る心を、山鹿の宝である子どもたちにも伝えてい
きたい」と話しました。

たくさんのごみを拾いました
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　秋のイベントスナップ集

10/22

10/23

１鹿本三線会の唄と演奏
２・４・６幼稚園・保育
園児による発表３コーラ
ス鹿本の合唱５鹿本王座
長縄跳び大会中高生の部
で優勝した鹿本中女子バ
レーボール部７鹿本中吹
奏楽部の演奏８一ノ瀬た
けしさん歌謡ショーの間
に行われた一ノ瀬さん親
子の掛け合い

１かおう保育園のあおぞ
ら太鼓２農産物大釣り大
会３山内小のよさこい
ソーラン４かわいいおて
もやんが登場５地区対抗
綱引き大会６米野岳中吹
奏楽部の演奏７もち投げ
の様子

５

１

２

７

８

６

４

３

１

２

３４

５

６

７
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　秋のイベントスナップ集

10/22・23

10/23

舞台部門
１山鹿小児童による幕間
の説明２山鹿中吹奏楽
部のマーチング３山鹿中
太鼓部の演奏４鹿北小
の鹿北茶山唄５山鹿文
化協会の山鹿灯籠流し
踊り（少女）６八千代座
狂言教室の狂言「伊

い

呂
ろ

波
は

」
７山鹿少年少女合唱団
の合唱８八千代座子供
カブキ教室の歌舞伎「白
浪五人男」

展示部門・体験部門
１姫灯籠作り体験
２・３小・中学生の絵と
習字の展示

１栗の実保育園の太鼓演
奏２百

く だ ら

済系
けい

銅
どう

造
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

立
りゅう

像
ぞう

特別展示３八角形鼓
こ

楼
ろう

の
前で、ころう君の誕生会
を祝う大野ジョー君と古
代衣装のコスプレをした
皆さん

１

５

８ ６

７

２

３

１２３

４

鞠智城の日
１

３ ２
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●�誌面の都合で掲載を調整する場合があります。
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と
も
び
き
塾

夢
想
庵

◦
日
時　

12
月
７
日
㈬　

午
後
７
時

◦�

場
所　

夢
想
庵

◦�

内
容　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

◦�

講
師　

原
生
花

◦
会
費　

５
０
０
円
（
お
預
か
り
し

　

葬
祭
支
援
に
し
ま
す
）

※
先
着
15
人
。
要
事
前
申
し
込
み
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎（
43
）２
２
１
１

は
ぐ
れ
峠
の
わ
ら
い
鬼

山
鹿
子
ど
も
劇
場

◦
日
時　

12
月
９
日
㈮　

午
後
７
時

◦
場
所　

八
千
代
座
交
流
施
設

◦�

内
容　
「
劇
団
う
り
ん
こ
」
の
舞

台
劇
。涙
の
枯
れ
た
わ
ら
い
鬼
と
、

さ
え
と
虎
之
助
が
お
り
な
す
、
奇

妙
な
、
そ
し
て
心
温
ま
る
お
話
。

熊
本
地
震
復
興
支
援
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
山
鹿
会

◦�

日
時　

12
月
11
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
半

◦�

場
所　

鹿
本
体
育
館

◦�

内
容　

ダ
ン
ス
タ
イ
ム
や
熊
本
県

競
技
選
手
の
岡
田
浩ひ

ろ
し・
素も

と

子こ

組（
Ａ

級
）
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど

◦�
参
加
料　

無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先　

北
口

☎
０
９
０（
４
５
１
４
）６
７
８
４

「
癒
し
の
ヨ
ガ
」
で
心
と
体

を
癒
し
ま
せ
ん
か

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
音
色

　

熊
本
市
を
拠
点
に
ご
活
躍
の
先
生

耳
か
ら
聞
く
物
語

絵
本
と
お
は
な
し
風
吹
き
か
ら
す

　

画
家
・
さ
さ
め
や
ゆ
き
さ
ん
と
、

熊
本
出
身
の
講
談
師
・
宝
井
琴き

ん

調ち
ょ
うさ

ん
を
招
き
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た

い
絵
本
の
お
話
を
伺
い
ま
す
。
大
人

向
け
の
研
修
会
で
す
。

ゆ
ー
か
む

ク
リ
ス
マ
ス
タ
イ
ム

ゆ
ー
か
む

　

自
然
を
感
じ
な
が
ら
、
少
し
早
め

の
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ブ
を
一
緒
に
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

◦�

日
時　

12
月
16
日
㈮　

午
後
６
時

鹿
本
高
校
同
窓
会
講
演
会

鹿
本
高
校
同
窓
会

　

熊
日
新
聞
「
散さ

ん
ぶ
ん
げ
っ

文
月
評ぴ

ょ
う」
執
筆
で

も
お
な
じ
み
の
古
江
研け

ん

也や

先
生
の
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時　

12
月
２
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
10
分

◦
場
所　

鹿
本
高
校
体
育
館

◦
演
題　
「
生
死
の
関か

ん
と
う頭
に
立
つ
」

◦�

講
師　

古
江
研
也
氏

　

�

熊
本
高
等
専
門
学
校
教
授
、
熊
日

文
学
賞
選
考
委
員
、
熊
本
県
民
文

芸
賞
審
査
委
員
、
１
９
７
３
年 

鹿
本
高
校
卒
業

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎（
44
）５
１
０
１

（
鹿
本
高
校　

高
木
）

2016　ハナウタ in 八千代座
ハナウタ会事務局

　ハナウタ響く歌声の街山鹿で、５回目のアカペラ・
ゴスペル音楽祭を開催します。
◦期日　12 月 17 日㈯
◦場所　八千代座
◦�入場料　500 円（高校生以下無料※要無料入場券）
◦�時間・内容
　�【第１部】午後１時半〜４時半
　「アカペラ音楽祭」
　ＪＣボイスほか最大 15 組が出演
　�【第２部】午後５時〜６時
　「GOSPEL THE NIGHT」
　�THE SOULMATICS with YAMAGAゴスペル隊コ
ンサート

�※ �YAMAGA ゴスペル隊は八千代座 100 周年記念事
業の際に結成された市民ゴスペルチームです。

◦問い合わせ先　三浦　☎ (43)1829

◦�

場
所　

ゆ
ー
か
む

◦�

内
容　

地
元
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ

る
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ブ
。
飲
食

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

◦�

入
場
料　

無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎（
42
）５
１
０
０

◦�

日
時　

12
月
４
日
㈰

　

午
後
１
時
半
開
場
、
２
時
開
演

◦�

場
所　

天て
ん

聴ち
ょ
うの

蔵

◦�

参
加
料　

大
人
１
５
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎（
43
）０
８
７
４

☎
０
８
０（
２
７
０
８
）５
９
７
８

（
大
坪
※
午
後
２
時
以
降
）

を
招
き
、
ヨ
ガ
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
体
験
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

◦�

日
時　

毎
週
水
曜
日
（
月
４
回
）

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
８
時

◦�

場
所　

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
音

色
（
菊
鹿
町
下
内
田
77
番
地
１
）

◦�

参
加
料　

初
回
体
験
は
無
料
、
２

回
目
か
ら
１
回
に
つ
き
５
０
０
円

◦�

準
備
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、

ス
ト
レ
ッ
チ
マ
ッ
ト

※
体
験
希
望
者
は
要
事
前
申
し
込
み

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎（
42
）６
１
１
７

◦�

参
加
料　

無
料
（
会
員
制
）

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０（
９
６
０
３
）１
８
９
５

（
川
端
）

☎
０
９
０（
９
７
２
２
）５
２
１
３

（
中
島
）



み なん
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山
鹿
だ
い
す
き
！

も
て
○ま

る

マ
ー
ケ
ッ
ト
（
朝
市
）

◦�

日
時　

12
月
11
日
㈰

　
　
　
　

午
前
８
時
〜
11
時

◦
場
所　

さ
く
ら
湯
前
広
場

◦�

内
容　

野
菜
や
手
作
り
品
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
。

負
け
る
な
！
熊
本

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

◦
日
時　

12
月
11
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
10
時
半

◦
場
所　

さ
く
ら
湯

◦
内
容　

�

山
鹿
中
学
校
太
鼓
部

◦
参
加
料　

無
料

子
ど
も
た
ち
が
語
る

「
ふ
る
里
自
慢
」

　

子
ど
も
た
ち
が
見
つ
け
た
「
ふ
る

里
自
慢
」。
自
分
た
ち
の
言
葉
で
語

ギ ャ ラ リ ー

Gallery街角街角
今月の

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
問☎ (44)4835

▶青山昌充あそBoy写真展
　「彩輝道」（さいきどう）
　�期間　12 月１日㈭〜 15 日㈭
▶きらめく花の会 押花展
　米田地区の会員６人が約 20 点展示。
　講師　坂本とみさん
　期間　12 月 16 日㈮〜 29 日㈭

※�日曜日定休。時間は 11：30 〜 21：00
　（最終日は 15：00 まで）

手作り雑貨はちや＆ギャラリー
問☎ 090(5747)5136（小川）

▶�真
ま

村
むら

パッチワーク教室
　「趣味のパッチワーク展」
　�期間　12 月 23 日㈷まで
　時間　10：00 〜 17：00（金・土・日曜日のみ）

第７回白龍旗城北地区サッカー大会　優勝！
山鹿ＦＣジュニア

願に

が

よ
ー
ら
弥み

る

く

ゆ

勒
世
・
熊
本

琉
球
古
典
音
楽
野
村
流
保
存
会
九
州
支
部

　

九
州
支
部
が
発
足
し
て
５
周
年
の

記
念
公
演
を
行
い
ま
す
。

◦�

日
時　

12
月
10
日
㈯

　

午
後
２
時
半
開
場
、
３
時
開
演

◦�

場
所　

八
千
代
座

◦�

内
容　

沖
縄
の
歌
三
線
を
中
心
と

し
た
舞
踊
な
ど
の
琉
球
古
典
音
楽

◦�

入
場
料　

前
売
り
２
５
０
０
円
、

当
日
３
０
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
先　

一
瀬

☎
０
７
０（
６
５
９
９
）１
３
７
６

平
成
29
年
度
生 

二
次
募
集

鹿
本
医
師
会
看
護
学
校

◦�

試
験
日　

平
成
29
年
２
月
３
日
㈮

◦�

場
所　

鹿
本
医
師
会
看
護
学
校

　
　
　
　
（
山
鹿
３
３
２
番
地
１
）

◦�

願
書
受
付
期
間

　

平
成
29
年
１
月
10
日
㈫
〜
25
日
㈬

※�

詳
し
く
は
当
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎（
44
）６
０
９
８

　10 月１日・２日に七城町運動公園で、第７回
白龍旗城北地区サッカー大会が開催されました。
山鹿、菊池、阿蘇、玉名、荒尾の各地区予選を
勝ち上がった 16 チームで、城北地区の頂点を目
指す大会です。
　私たちは山鹿地区代表として参加し、２日間
の熱戦で各地区の強豪チームを激戦、熱戦で撃
破し、見事優勝しました。
　山鹿ＦＣジュニアでは部員を募集しています。
サッカーに興味がある人、サッカーを始めたい
人など経験は問いません。体験入学もできます。

◦問い合わせ先　竹原　☎ 090(7985)7660

り
ま
す
。

◦�

日
時　

12
月
17
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

◦�

場
所　

山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◦�

参
加
料　

無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先　

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

（
山
鹿
も
て
な
し
た
い　

山
本
）



広報やまが　2016.12.1　18

肥
後
狂
句

俳
　
句

短
　
歌

河
鹿
会
　
肥
後
狂
句
　
十
月
例
会

中
川
正
子
選

運
動
会
　
ム
カ
デ
に
か
た
り
も
つ
ら
か
し

古
川
ひ
ろ
み

運
動
会
　
ボ
ル
ト
の
足
ば
借
ろ
ご
た
る

荒
平
　
　
峠

念
入
れ
ち
　
二
へ
ん
三
べ
ん
来
る
台
風

中
満
　
甘
柿

肥
後
狂
句
や
ま
が
会
　
十
月
例
会

黒
田
如
水
選

が
ん
ば
ろ
う　

米
寿
過
ぎ
た
ら
白
寿
ま
で

水
谷　

ミ
ネ

あ
っ
し
も
た　

留
守
番
し
と
る
パ
ス
ポ
ー
ト

荒
木
又
衛
門

た
っ
た
一
人　

そ
れ
で
も
走
る
過
疎
の
バ
ス

竹
下　

賀
松

爺
ち
ゃ
ん
が　

や
け
に
元
気
な
年
金
日

岡
田　

真
青

回
り
道　

居
酒
屋
も
あ
る
バ
ー
も
あ
る

遠
藤　

上
気

岡
田
真
青
選

回
り
道　

十
六
夜
月
の
虫
す
だ
く古

里
イ
ツ
ヨ

が
ん
ば
ろ
う　

逝
っ
た
句
友
も
見
て
ご
ざ
る

新
谷　

不
動

た
っ
た
一
人　

肥
後
モ
ッ
コ
ス
が
意
地
を
は
り

星
子　

春
久

爺
ち
ゃ
ん
が　

ク
ワ
ガ
タ
採
っ
た
夏
休
み

高
尾　

明
史

あ
っ
し
も
た　

草
と
一
緒
に
引
っ
こ
い
だ

宮
川　

幸
代

鹿
本
短
歌
会
　
十
月
詠
草

清
田
由
井
子
選

梅
を
干
し
酷
暑
の
畑
に
紫
蘇
を
摘
む
深
紅
の
梅
を
待
つ
人
あ
れ
ば　
　
　

吉
岡　

孝
子

「
昔
嫌
い
だ
っ
た
友
達
…
」
と
言
ふ
四
歳
の
時
間　

星
空
の
ご
と
く
遥
け
し 

大
友　

清
子

秋
風
に
誘
は
れ
夕
べ
犬
曳
け
ば
揺
れ
咲
く
萩
の
く
れ
な
ゐ
ぞ
染
む　
　
　

今
村
久
美
子

石
人
短
歌
会
　
十
月
例
会

富
田
豊
子
選

一
人
居
の
秋
の
夜
長
よ
仏
壇
に
匂
ふ
木
犀
仏
と
在
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　

上
妻
千
佐
子

夕
空
を
渡
す
大
虹
し
み
じ
み
と
九
十
五
歳
の
無
事
を
祈
れ
り　
　
　
　
　

松
岡
み
ち
え

命
日
に
ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
を
捧
げ
つ
つ
ト
ル
コ
の
国
は
物
騒
と
聞
く　
　

田
代　

春
美

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会
　
十
一
月
例
会

紫
の
玉
手
箱
か
も
野
の
ア
ケ
ビ
藪
に
八
つ
が
冬
日
を
浴
び
を
り　
　
　
　

山
口　

信
博

山
鳩
の
一
途
さ
を
知
る
幾
度
も
雌
さ
そ
ひ
啼
く
声
を
し
ぼ
り
て　
　
　
　

横
尾　

ト
シ

古
い
に
し
え

の
ロ
マ
ン
求
め
て
た
づ
ぬ
る
は
人
等
の
集
ふ
深
き
藪
な
り　
　
　
　

   

鶴
田　

美
昭

鹿
北
短
歌
会
　

雨
降
ら
ず
猛
暑
続
き
の
菜
園
は
畑
ご
と
熱
風
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る　
　
　

徳
永　

則
子

五
十
年
愛
と
涙
で
乗
り
越
え
て
今
安
ら
げ
り
金
婚
迎
う　
　
　
　
　
　
　

古
川　

恵
子

黄
金
色
に
木
犀
今
年
も
咲
き
満
ち
て
夫
の
忌
近
く
香
の
中
に
佇
つ　
　
　

西
牟
田
節
代

菊
鹿
短
歌
会
　
十
月
詠
草

村
ひ
と
つ
消
え
ゆ
く
地
震
か
降
り
出
し
た
雨
は
奏
で
る
レ
ク
イ
エ
ム
な
り   　

渕
上　

修
次

そ
の
一
生
ひ
と
日
の
い
の
ち
か
花
お
く
ら
咲
き
輝
や
け
よ
花
片
の
黄　
　

長
野　

節
子

蛍
と
ば
ず
花
火
も
見
え
ぬ
わ
が
里
に
神
楽
太
鼓
の
聞
こ
え
く
る
宵　
　
　

中
原
ち
え
子

鹿
央
短
歌
会
　
十
月
作
品

庭
先
に
見
渡
す
田
の
面
金
色
に
色
増
し
ゆ
く
を
楽
し
み
て
見
る　
　
　
　

木
下　

精
子

朝
ど
り
の
真
青
の
オ
ク
ラ
食
卓
に
歯
応
え
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
今
朝
も
満
足　

森　
　

道
子

渋
皮
煮
食
べ
に
来
る
よ
と
孫
電
話
大
口
開
け
て
栗
笑
ひ
を
り　
　
　
　
　

東　

よ
り
子

三
岳
短
歌
会
　
十
月
例
会

宿
の
前
は
濃
み
ど
り
繁
る
原
生
林
獣
の
住
処
あ
る
や
も
知
れ
ず　
　
　
　

迎
田　

栄
子

木
蓮
を
覆
ひ
て
か
ら
す
う
り
の
花
ふ
ん
は
り
拡
ご
り
雪
積
む
ご
と
し　
　

森　

ト
ミ
子

品
並
び
も
レ
ジ
の
音
を
も
楽
し
め
り
い
つ
の
間
に
や
ら
コ
ン
ビ
ニ
人
間　

山
口　

信
博

新
人
俳
句
講
座

瀬
口
忠
一
選

夕
霧
や
橋
の
外
灯
遠
く
見
ゆ　
　
　
　
　
　

岡
崎
小
貴
子

山
あ
い
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
稲
を
干
す　
　

岩
井　

照
代

稲
妻
の
夜
の
大
気
を
研
ぎ
に
け
り　
　
　
　

加
藤
寿
美
代

タ
ッ
プ
俳
句
会
　
十
月
詠
草

山
口
信
博
選

天
高
く
澄
み
わ
た
る
果
て
月
浮
ぶ　
　
　
　

大
薗
美
奈
子

熟
れ
柿
を
小
雨
よ
け
よ
け
見
上
げ
け
り　
　

原
口　

弓
子

夕
暮
れ
に
映
え
る
栗
の
木
栗
の
森　
　
　
　

尾
田　

大
空

鹿
本
町
俳
句
教
室
　
十
月
例
会

利
光
釈
郎
選

酔
う
て
借
る
友
の
背
中
や
秋
の
暮　
　
　
　

戒
田
喜
久
子

生
涯
を
山
里
ぐ
ら
し
夜
々
の
月　
　
　
　
　

坂
田　

昭
代

後
継
の
な
き
里
の
墓
洗
ひ
け
り　
　
　
　
　

福
島　

幸
代

山
鹿
俳
句
会
　
十
月
例
会

利
光
釈
郎
選

行
き
な
さ
れ
こ
の
道
た
し
か
紅
葉
道　
　
　

児
玉　

徳
夫

寒
村
や
枯
野
の
露
の
さ
ん
ざ
め
く　
　
　
　

松
下　

圭
士

虫
丸
し
秋
茄
子
の
葉
を
食
み
つ
く
し　
　
　

光
永　

紀
子

市　民　文　芸
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　　　　　　　　『やまが肝いりどん』通信　問地域生活課　☎ (43)1114
　今回は１組のカップルが誕生し、この他にも意気投
合して友好を深めている人もいました。
　今年度のセミナー＆イベントは残すところあと２
回。参加要件など詳細が決まり次第、市ホームページで
随時お知らせします。
　すてきな出会い探しや、自分磨き・交友関係を広げ
るきっかけ作りに、ぜひこのセミナー＆イベントをご
活用ください。ご参加をお待ちしています!!
やまが肝いりどんの申し込み
　登録を希望する人は、お近くの肝いりどんか地域生
活課（市役所３階）まで気軽にお
問い合わせください。登録用紙は、
山鹿市ホームページからもダウン
ロードできます。

婚活セミナーを行いました
　10 月16 日、道の駅かほく小栗郷・木遊館で、体験型
イベント付き婚活セミナー「ハートキャッチセミナー
＆イベント」を開催し、男性11 人・女性９人の計20 人
が参加されました。
　はじめに「コミュニケーション力ＵＰで、楽しい婚
活を満喫しよう！」というテーマのもと、婚活塾の講

師による男女別のセミナーを行
い、コミュニケーションの基本
や婚活を楽しむ方法などを学ん
でもらいました。
　その後、セミナーで学んだこ
とを実践しながら男女協力して
ピザ作りを体験。焼き立てピザ
をおいしくいただきました。

西洋と東洋の芸術を融合し、新しい陶
芸の世界を切り拓いたイギリス人陶芸
家バーナード・リーチ。
その半生を、二代にわたり弟子となっ
た名も無き父子の視点から描く。熊本
日日新聞にも掲載された物語です。 催

し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

鹿本市民センター２階視聴覚室
・子どものための上映会
　「くるみ割り人形」
　▷12月17日㈯　午後２時半から（80 分）
山鹿市民交流センター中会議室１

・子ども上映会
　「うっかりペネロペ　楽しくて大忙し編」
　▷12月25日㈰　午後２時から（30 分）
ひだまり図書館

・土曜日のおはなし会　午後２時から
　▷12月３日㈯・10日㈯・17日㈯・24日㈯
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
　▷12月６日㈫・13日㈫・20日㈫・27日㈫
・�12月は館内がクリスマス！！
・環境課から情報発信「地球温暖化防止月間」
こもれび図書館　

・土曜日のおはなし会　午前11時から
　▷12月３日㈯・10日㈯・17日㈯・24日㈯
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
　▷12月８日㈭・15日㈭・22日㈭
・「やさしいキモチ　人権週間」に関連した本の展示・紹介
・�「おせちとおもてなし」新しい年を迎える準備のお手伝い！

休
館
日

ひだまり図書館
12月５日㈪・12日㈪・19日㈪・26日㈪
こもれび図書館　※赤字は臨時休館
12月１日㈭・７日㈬・14日㈬・21日㈬・28日㈬・１月４日㈬
※年末年始の休館日　12月29日㈭〜１月３日㈫/両館共通

問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　　★社会教育課　　　　☎ (43)1651

【ひだまり】
【こもれび】
【鹿北】

【ひだまり】
【こもれび】

野外用・室内用の手作りストーブ実例
を分かりやすいイラスト図解付きで紹
介。ロケットストーブの基本構造と安
全な室内導入案内、木質ペレット大研
究、ストーブ作りに役立つ資材ガイド
なども収録。

『DIY で楽しむ手作りストーブの本』
学研プラス（GAKKEN MOOK)/ 出版

【ひだまり】
【こもれび】

ルーパルのママが働く老人ホームで、お
年寄りたちが可愛がっていた犬が動物
病院に入院してしまいました。
それを聞いたクラスのみんなは、お年
寄りのために何ができるかを考え…。
クリスマスにぜひどうぞ !!

『みんなでクリスマス』
ヒラリー・ロビンソン / 文　マンディ・スタンレイ/ 絵

絵本塾出版 / 出版

『リーチ先生』
原田マハ / 著　集英社 / 出版

新着図書ピックアップ
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

ピザ作りの様子
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第５回

山や
ま

鹿が

口ぐ
ち

の
戦
い
（
１
）

　

前
回
は
西
南
戦
争
に
協
力
し
た
山
鹿
の
人
々
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
、「
植
木
学
校
」や
そ
の
関
係
者
を
中
心
に
編
成
さ
れ
た「
協

同
隊
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
薩
軍
が
山
鹿
に
到

着
し
、
政
府
軍
と
の
間
で
始
ま
っ
た
「
山
鹿
口
の
戦
い
」
に
つ

い
て
見
て
い
き
ま
す
。

薩
軍
が
山
鹿
に
到
着

　

さ
て
、
熊
本
城
が
簡
単
に
落
ち
な
い
と
分
か
っ
た
薩
軍
は
一

部
の
兵
で
城
を
包
囲
し
、
主
力
は
植
木
・
山
鹿
方
面
へ
と
北
上

を
開
始
し
ま
し
た
。
明
治
10
（
１
８
７
７
）
年
２
月
25
日
、
協

同
隊
の
先
導
で
桐き

り

野の

利と
し

秋あ
き

が
率ひ

き

い
る
２
６
０
０
人
の
薩
軍
の
兵

が
山
鹿
へ
と
や
っ
て
き
ま
し
た
。
桐
野
は
幕
末
に
は
「
人ひ

と

斬き

り

半は
ん

次じ

郎ろ
う

」
と
呼
ば
れ
恐
れ
ら
れ
た
人
物
で
、
明
治
時
代
に
は
陸

軍
少
将
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
西
郷
隆た

か

盛も
り

と
と
も
に
故
郷
の

鹿
児
島
へ
帰
っ
て
い
た
桐
野
は
、
西
南
戦
争
が
始
ま
る
と
総
司

令
と
し
て
薩
軍
を
指
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　

桐
野
は
山
鹿
に
や
っ
て
く
る
と
、
梅
の
井
旅
館
（
山
鹿
ホ
テ

ル
跡
地
近
く
に
あ
っ
た
）
を
拠
点
と
し
ま
し
た
。

第
一
次
山
鹿
口
の
戦
い

　

山
鹿
に
到
着
し
た
桐
野
は
早
速
、
政
府
軍
が
拠
点
と
し
た
南

関
町
方
面
を
攻
撃
す
る
た
め
進
軍
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
、
政
府
軍
は
山
鹿
方
面
へ
軍
を
進
め
、
２
月
26
日
、
両

軍
が
山
鹿
市
の
鍋
田
周
辺
で
衝
突
し
ま
し
た
。
政
府
軍
は
兵
を

三
つ
に
分
け
て
、
鍋
田
橋
を
進
む
本
隊
と
そ
の
援
護
部
隊
、
石

村
を
通
る
別
働
隊
の
そ
れ
ぞ
れ
が
山
鹿
の
中
心
部
を
目
指
そ
う

と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
各
方
面
で
薩
軍
の
激
し
い
抵
抗
を
受

け
た
た
め
、
い
っ
た
ん
、
平ひ

ら

野の

村
（
現
在
の
和
水
町
平
野
）
へ

と
撤
退
し
ま
し
た
。
一
方
、
桐
野
は
そ
の
翌
日
、
他
の
薩
軍
主

力
部
隊
と
と
も
に
政
府
軍
の
い
る
高た

か

瀬せ

（
現
在
の
玉
名
市
）
へ

向
か
い
ま
し
た
が
、
返
り
討
ち
に
あ
っ
た
た
め
山
鹿
へ
と
引
き

返
し
ま
し
た
。

第
二
次
山
鹿
口
の
戦
い

　

高
瀬
の
戦
い
に
敗
れ
た
薩
軍
は
作
戦
を
変
更
し
、
３
月
３

日
、
再
び
政
府
軍
の
拠
点
で
あ
る
南
関
へ
軍
を
進
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
政
府
軍
は
、
山
鹿
郡
と
玉
名
郡
の
境
に
あ
た
る

永な
が
ん
ば
る

野
原
に
砲ほ

う

台だ
い

を
置
い
て
薩
軍
を
迎
え
撃
ち
ま
し
た
。
戦
闘
は

一
進
一
退
で
、
そ
の
間
、
薩
軍
に
協
力
し
て
い
た
協
同
隊
の
隊

長
、
平
川
惟の

ぶ

一か
ず

が
流
れ
弾
に
当
た
っ
て
戦
死
し
ま
し
た
。

　

や
が
て
薩
軍
が
優
勢
と
な
り
、
永
野
原
を
攻
略
し
て
、
南
関

の
手
前
７
キ
ロ
の
板い

た

楠く
す（
現
在
の
和
水
町
）
ま
で
進
み
ま
し
た
。

翌
３
月
４
日
「
田た

原ば
る

坂ざ
か

で
薩
軍
が
大
敗
し
た
」
と
の
情
報
が
桐

野
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
率
い
て
い
る
軍
だ
け
で
は
勝
て
な
い

と
考
え
た
桐
野
ら
は
全
員
に
撤
退
を
命
じ
、
山
鹿
へ
と
引
き
返

し
ま
し
た
。
実
際
は
田
原
坂
で
は
ま
だ
激
戦
が
続
い
て
お
り
、

情
報
は
誤
り
だ
っ
た
の
で
す
。後
に
誤
報
だ
と
知
っ
た
薩
軍
は
、

大
変
悔
し
が
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
鹿
周
辺
で
は
こ
の
後
も
戦
い
が
続
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

戦
い
は
「
山
鹿
口
の
戦
い
」
と
呼
ば
れ
、
田
原
坂
に
次
ぐ
激
戦

と
な
り
ま
し
た
。
次
回
は
戦
い
が
行
わ
れ
て
い
た
頃
の
山
鹿
の

町
の
様
子
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
社
会
教
育
課　
☎（
43
）１
６
５
１

「
絶
対
に
も
う
か
る
」
と
い
う
話
に
は

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
！

【
事
例
】

●　

�

知
人
か
ら「
投
資
額
が
倍
増
す
る
」と
勧
誘
さ
れ
、

１
５
０
万
円
振
り
込
ん
だ
。
当
初
は
配
当
が
振
り

込
ま
れ
た
が
、
そ
の
後
入
金
は
な
く
な
り
、
投
資

し
た
お
金
も
取
り
戻
せ
ず
、
連
絡
も
取
れ
な
い
。

●　

�

申
し
込
ん
で
い
な
い
の
に
、
海
外
か
ら
「
宝
く
じ

当
選
金
の
小
切
手
を
渡
す
の
で
配
送
料
を
払
う
よ

う
に
」
と
記
載
さ
れ
た
文
書
が
届
い
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●　

�

リ
ス
ク
の
な
い
投
資
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

内
容
を
理
解
で
き
な
い
場
合
は
、
契
約
し
な
い
こ

と
が
重
要
で
す
。
う
ま
い
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●　

�

申
し
込
ん
で
い
な
い
の
に
宝
く
じ
に
当
選
す
る
こ

と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
海
外
の
宝
く
じ
は
、
日
本

国
内
で
買
う
だ
け
で
も
違
法
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
絶
対
に
購
入
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

※�

悪
質
業
者
の
手
口
は
複
雑
か
つ
巧
妙
化
し
、
多
数

の
消
費
生
活
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
で

は
、
専
任
の
相
談
員
を
配
置
し
、
い
つ
で
も
相
談

で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
相
談
窓

口
の
充
実
と
出
前
講
座
な
ど
の
活
動
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
商
工
観
光
課
内
）

☎（
43
）１
５
７
９

　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９

平川惟一戦死の地（鍋田）
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問環境課  ☎(43)7211

環境だより環境だより

「
冬
の
節
電

省
エ
ネ
」

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

　

こ
と
し
の
冬
季
の
電
力
需
給
は
、
国
民
に
広
く
節

電
が
定
着
し
た
こ
と
や
電
力
会
社
間
の
融
通
能
力
が

増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
国
内
全
て
の
エ
リ
ア

で
電
力
需
要
に
対
す
る
供
給
余
力
（
予
備
率
）
が
、

必
要
と
さ
れ
る
「
3
％
」
を
確
保
で
き
る
見
通
し
が

た
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、東
日
本
大
震
災
以
降
、

例
年
行
わ
れ
て
き
た
節
電
要
請
は
、
こ
と
し
は
見
送

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
予
想
外
の
厳
冬
に
よ
る
電
力
需
要
の
急

増
や
、
発
電
設
備
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
不
測
の
事
態

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
厳
し
い
需
給
状
況
と
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
電
力
供
給

は
、
東
日
本
大
震
災
前
に
長
期
停
止
し
て
い
た
古
い

火
力
発
電
所
な
ど
の
稼
動
を
前
提
と
し
、
全
体
的
に

火
力
発
電
に
大
き
く
依
存
し
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

発
電
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
（
C
O
２
）
の
排
出
量

が
、
震
災
前
と
比
べ
て
大
き
く
増
加
し
、
地
球
温
暖

化
防
止
の
観
点
か
ら
は
大
変
心
配
な
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
冬
も
生
活
・
健
康

や
生
産
・
経
済
活
動
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、
可
能

な
限
り
の
節
電
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

「
冬
の
節
電
対
策
」

●
暖
房
・
エ
ア
コ
ン
の
節
電
方
法

　

�

重
ね
着
な
ど
を
し
て
、
暖
房
の

設
定
温
度
は
20
度
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

●
照
明
の
節
電
方
法

　

不
要
な
照
明
は
消
し
ま
し
ょ
う
。

●
テ
レ
ビ
の
節
電
方
法

　

輝き

度ど

を
下
げ
ま
し
ょ
う
。

　

�

寝
る
前
や
外
出
す
る
前
な
ど
、
長
時
間
見
な
い
と

き
は
リ
モ
コ
ン
で
は
な
く
、
本
体
の
主
電
源
を
切

り
ま
し
ょ
う
。

●
冷
蔵
庫
の
節
電
方
法　

　

設
定
温
度
を
「
弱
」
に
変
え
ま
し
ょ
う
。

　

�

食
品
を
詰
め
込
み
す
ぎ
ず
、
扉
の
開
閉
は
必
要
最

低
限
に
抑
え
ま
し
ょ
う
。

●
電
気
炊
飯
器
の
節
電
方
法

　

�

１
日
分
を
ま
と
め
て
炊
き
、
保
温
は
使
わ
ず
、
よ

く
冷
ま
し
て
か
ら
冷
蔵
庫
で
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

●
温
水
洗
浄
便
座
の
節
電
方
法

　

便
座
保
温
・
温
水
の
設
定
温
度
を
下
げ
ま
し
ょ
う
。

　

不
使
用
時
は
、
ふ
た
を
し
め
ま
し
ょ
う
。

20
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地域とともにある学校を目指す鹿北中！　鹿北中学校

山鹿子育て支援センター　☎ (43)1270　 つどいの広場 ( おさか童夢 )　☎(43)1155　 病後児保育室　☎ (43)1281
鹿北子育て支援センター　☎ (32)3194　 第一児童館　　　　　　　 ☎(43)1128　 ファミリー・サポートセンター
菊鹿子育て支援センター　☎ (48)4660　 中央児童センター　　　　 ☎(44)0057　 　　　　　　 ☎ (44)8800
鹿本子育て支援センター　☎ (46)6029　 児童センター　　　　　　 ☎(46)4441
鹿央子育て支援センター　☎ (36)2150　 鹿本児童館　　　　　　　 ☎(46)4455

◦鹿北中学校データ◦　郡一路校長　生徒数79人

　本校は「自治力育成となかまづくり、一人ひとりの個性
の開花」を教育目標とし、保・小・中の連携を深めつつ、

「地域とともにある学校」を目指しています。本校の特色
ある取り組みを紹介します。
①教育課程研究指定校〜校種間（小中）連携〜
　本年度より２年間、国立教
育政策研究所からの研究指定
を受け、隣接する鹿北小学校
とともに校種間（小中）の連
携による教育課程の編成、指
導方法などの工夫・改善に関
する研究を行っています。９年
間の連続した学びの創造のた
めに小中学校が連携し、中学
校の教員が小学校へ行き授業
をしたり、小中学校が共にユニ
バーサルデザインや合理的配慮
を意識した授業展開を行ったり
しています。さらに、小中交流給食やお互いの学校を探
検して回る「わくわくさるきタイム」、小学校運動会への中

学生のボランティア参加、「保小中なかよし駅伝」など保 ･
小 ･ 中の連携を深めることで鹿北の子どもが育つ教育環
境づくりに取り組んでいます。
②地域とともにある学校
　本校は「地域とともにある学校」を目指して本年度よりコ
ミュニティースクールを導入し、鹿北小学校と小中合同学校
運営協議会を設置しました。そして本校生徒は、福祉施
設での吹奏楽部の演奏活動、ワークキャンプなどの地域で
のボランティア活動、鹿北町ナイトハイクや地域の祭りなど、
地域行事に積極的に参加しています。このように本校では、
中学生の力を地域の活性化に生かしたり、地域の方々に
学校の教育活動に参加していた
だいたりして、中学生の力をさら
に高める活動を推進しています。
　これからも鹿北中学校は「地
域とともにある学校」として、小
中連携、地域連携を大切にして
いきます。

「子育て応援の店」登録店
パティスリーのなか（山鹿市）

子どもへの声掛け・見守りなど

　山に川、自然がいっぱいのつどいの広場「おさか童夢」で、親子で自然体験をしました。暑い
夏を味方につけ、夏ならではの遊びをいっぱい楽しみました。

暑かった夏！enjoy ‼︎　おさかの森のおさんぽ会

はっぱの穴から
青い空を見たら
きれいだったよ！

（８歳 女児）

子どもが小さいのでインドアだ
けでしたが、アウトドアもでき
ると気付かされました。（父親）

あつかったけど
おもしろかった！
　　（５歳 男児）

カニが赤ちゃんを
いっぱいおなかに
つけていたよ。

（６歳 男児）

安全で発見いっ
ぱ い の 川 遊 び
は、大変楽しかっ
たです。（母親）

自分の小さいころを思い出しま
した。また機会があったら子ど
もと楽しみたいです。（父親）

流しそうめん 川遊び

離乳食教室を
開催します

期日　12月 21日㈬
場所　山鹿健康福祉センター
対象　平成28年６・７月生まれ
★お問い合わせ・申し込みは山鹿子育て支援センターへ！

保小中なかよし駅伝大会

わくわくさるきタイム
吹奏楽部による
地域サロン会での演奏
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　10 月 23 日、菊鹿町米原の
歴史公園鞠智城で「鞠智城の
日」が開催され、当園の年長
児が和太鼓を披露しました。
あいにくの雨でしたが、大勢
のお客さんを前に堂々と演奏してくれました。
　また、当日はころう君の誕生日ということで、年長
児全員で作ったころう君の貼り絵をころう君にプレゼ

ントしたり、ころう君体
操を一緒に踊ったりして
お祝いしました。
　最後には、ころう君や
主催者のかたから、抱え
きれないほどたくさんの

お土産をいただき、大喜びの子どもたちでした。
　みなさんもぜひ鞠智城に遊びに来てください。

　今回は卒園生の塩崎なみさん（旧姓：池部）に、当
保育園で山鹿灯籠踊りを取り入れた当時のことや、山
鹿灯籠踊りへの思いをお聞きしました。
〜塩崎さんの思い〜
　私が子どもの頃、山鹿灯籠まつりは盛大ににぎわっ
ていました。父が祭りに大きく関わっていたのもあって、
大好きな灯籠踊りを３歳頃から地区の祭りなどで踊って
いました。それを見た前園長が「保育園児の灯籠踊り
ができないだろうか」と山鹿灯籠まつりの関係者のか
たと一緒に試行錯誤しながら準備していただきました。
とてもうれしかったことを覚えています。現在ではたく
さんの保育園で灯籠踊りを踊っています。それを見るた
びに保育園のステージで灯籠踊りを披露
した時のことを思い出し、未来に輝く子
どもたちに伝統をつなげられてよかっ
たという気持ちになります。私の子ども
が通っている園でも、年長児が灯籠踊り
を踊っています。子どもが年長になって
踊る姿を楽しみにしています。
　山鹿若葉保育園では、現在も年長児が山鹿灯籠踊り
を踊っています。塩崎さんの思いも大切に受け継いで
いきたいと思っています。

　４月当初、子どもたちに「三玉小の自慢を教えて」
と聞くと「三玉小学校は、元気なあいさつが自慢です」
と声高らかに返ってきた。
　登校時の子どもたちの様
子は、班長さんのあいさつ
に続き班員も大きな声で帽
子を取ってのあいさつがで
きている。三玉小学校の自
慢が子どもたちの姿として
現れていることに大変うれ
しく思っている。さらに、
あいさつを充実・発展させていくため、児童会テーマ
にもあいさつが入っている。加えて、朝の健康観察時
のあいさつで、はじけんばかりの元気なあいさつが聞
こえてくる。子どもたちの元気なあいさつが学校の
活気や勢いにつながるとともに、子どもたち自身にも
躍
や く ど う

動のスイッチとなり、瞳が輝き始める。
　２学期は、豊かな心を高める手だとしてあいさつ運
動に力を入れている。具体的には、各月ごとに「めあ
て」を示して取り組んでいる。９月のめあては「大き

　 三玉小学校の自慢から自分自身の自慢づくりに向けて三玉小学校

つながる伝統…山鹿灯籠踊り
山鹿若葉保育園☎ (43)7187

鞠
き く

智
ち

城
じょう

の日
栗の実保育園☎ (48)2134

な声であいさつをしよう」
であった。児童昇降口の
靴箱横にあいさつ名人と
して 19 人の笑顔が掲示さ
れている。10 月のめあて
は「立ち止まってあいさ
つ」である。
　三玉小学校の自慢であ
るあいさつが、これらの活動を通して子どもたちの心
の中に根付いているのを感じている。将来、生き抜く
上で必要な力となるあいさつを、学校の自慢から子ど
もたち自身の自慢となるよう育んでいきたい。

◦三玉小学校データ◦　藤島浩一校長　児童数189人

灯籠踊りを踊る塩崎
さん（当時６歳）左

帽子を取って元気なあいさつ

三玉小のあいさつ名人

三玉小自慢のあいさつを
自分自身の自慢に

堂々と和太鼓を披露

ころう君誕生日おめでとう！

みんなでころう君体操
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
１歳６カ月児健診
27年４月生
山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

11 12 13 14 15 16 17
３〜４カ月児健診
28年８月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:30 〜 13:45 受付

【ひだまり】
７〜８カ月児健診
28年４月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:30 受付

【ひだまり】

すくすく学級
28年１月生
三玉・菊鹿・鹿本
10:00 〜 10:15 受付

【ひだまり】

すくすく学級
28年１月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
10:00 〜 10:15 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】
３歳児健診
25年８月生
山鹿（大道・三玉を除く）
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

18 19 20 21 22 23 24
３〜４カ月児健診
28年８月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

１歳６カ月児健診
27年４月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

３歳児健診
25年８月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

25 26 27 28 29 30 31
７〜８カ月児健診
28年４月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

12健康カレンダー
月

◦�乳幼児健診の対象のお子さんには個別通知を出しています。届いていない場合は健康
増進課へご連絡ください。

◦�母子健康手帳交付時に持ってくるもの…印かん、妊娠届出書（予定日が分かるもの）、
マイナンバーカードまたは通知カードと本人確認書類（運転免許証など）、過去の妊娠・
出産の経過が分かるもの（母子健康手帳）

場所の省略表記 …【山健福】山鹿健康福祉センター　 【ひだまり】鹿本健康福祉センター（ひだまり）

● 天皇誕生日

献血にご協力ください
　予防接種には接種対象年齢と、決められた間隔があ
ります。母子手帳を確認し、決められた間隔を守り、
お子さんの体調が良いときに接種しましょう。
【麻しん・風しん（ＭＲ）】
◦�１期対象者　１歳〜２歳の誕生日の前日まで
◦�２期対象者　平成 22年４月２日〜平成 23年４月
１日生まれの人（２期の接種期間は平成 29年３月
31日までです。まだ接種していない人はご注意く
ださい）

【二種混合】
◦�対象者　小学６年生（13歳の誕生日の前日まで）

お子さんの予防接種はお済みですか

【献血日】12月 12日㈪
◦ JA鹿本鹿北支所岳間取次店
　受付時間　 10：00〜11：30
◦ JA鹿本鹿北支所
　受付時間　 13：15〜15：30

平成29年４月 30日㈰まで「Ｕ−39献血キャンペーン」
を実施しています。400mL 献血にご協力いただいた 10
〜 30代の人に、お菓子の詰め合わせを配布しています。
皆さまのご協力をお願いします。

10・20・30代対象！　Ｕ－39献血キャンペーン
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元気の
お手伝い

Vol.92

山鹿市民
医療センター通信

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）２
１
８
５

山鹿市民医療センター
眼科

榮木　大
だ い す け

輔

緑り
ょ
く

内な
い

障し
ょ
う

に
つ
い
て

療
」
と
な
り
、「
治
す
治
療
」
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
②
③
は
、
先

に
述
べ
た
と
お
り
、
傷
ん
だ
神
経
は
回

復
し
な
い
た
め
、
例
え
手
術
し
て
も
そ

れ
は
同
じ
事
で
す
。
ま
た
、
緑
内
障
の

手
術
は
点
眼
薬
と
同
じ
よ
う
に
眼
圧

を
下
げ
る
手
段
の
一つ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
手
術
に
伴
う
危
険
性
（
一
生
続
く

感
染
症
の
可
能
性
、
視
野
障
害
の
進

行
、
将
来
白
内
障
手
術
が
や
り
づ
ら
く

な
る
な
ど
）
も
大
き
い
た
め
、
手
術
治

療
は
点
眼
薬
で
治
療
を
続
け
、
そ
れ
で

も
眼
圧
が
下
が
ら
な
い
場
合
に
や
む
を

得
ず
行
う
最
後
の
手
段
と
な
り
ま
す
。

　

緑
内
障
は
非
常
に
古
く
か
ら
知
ら

れ
た
疾
患
で
す
が
、
今
も
昔
も
変
わ
ら

な
い
こ
と
は
失
わ
れ
た
視
力
・
視
野
は

二
度
と
回
復
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

緑
内
障
は
40
歳
以
上
の
20
人
に
1
人

が
持
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
覚

症
状
が
無
く
と
も
、
む
し
ろ
自
覚
症

状
が
無
い
う
ち
に
緑
内
障
を
発
見
す
る

た
め
に
も
健
康
診
断
の
積
極
的
な
受

診
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

緑
内
障
は
眼
圧
の
影
響
で
網も

う
ま
く膜

の

神
経
節
細
胞
に
障
害
が
起
こ
る
疾
患

で
、
２
０
０
７
年
の
厚
生
労
働
省
の

報
告
で
糖
尿
病
網
膜
症
を
追
い
抜
き
、

日
本
人
の
失
明
原
因
の
第
一
位
と
な
り

ま
し
た
。

　

視
力
低
下
や
視
野
が
狭
く
な
っ
た
な

ど
の
症
状
で
来
院
さ
れ
る
人
は
少
な

く
、
当
院
で
見
つ
か
る
新
規
緑
内
障
の

患
者
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
は
健
康
診
断

で
要
精
密
検
査
を
指
示
さ
れ
て
受
診

さ
れ
る
人
で
す
。
診
断
は
眼
圧
検
査
、

眼
底
検
査
、
視
野
検
査
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
て
総
合
的
に
行
い
ま
す
。

　

治
療
に
つ
い
て
時
々
あ
る
質
問
と
し

て
、
①
治
療
し
て
も
良
く
な
ら
な
い
の

で
す
が
②
手
術
で
良
く
な
り
ま
す
か

③
点
眼
薬
が
増
え
て
大
変
な
の
で
も
う

手
術
を
し
て
く
だ
さ
い
、
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
①
は
、
緑
内
障
は
網
膜
の
神

経
節
細
胞
が
脱
落
す
る
、
つ
ま
り
物

を
見
る
た
め
の
神
経
が
死
ん
で
い
く
病

気
で
あ
り
、
死
ん
だ
網
膜
の
神
経
は

再
生
し
な
い
た
め
、
治
療
を
続
け
て
も

見
え
方
が
回
復
す
る
こ
と
は
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
で
は
何
の
た
め
の
治
療

か
と
言
え
ば
「
今
以
上
に
神
経
が
死

ん
で
い
く
の
を
食
い
止
め
る
た
め
の
治

対象年齢 助成回数 個人負担額
満１〜12歳 ２回

1,500円 / 回
満 13〜 18歳 １回

◦外出後の手洗いやうがい
　手洗いは手指など体に付着した
インフルエンザウイルスを除去す
るために有効な方法で、インフル
エンザに限らず感染予防の基本で
す。また、外出後の手洗い、うが
いは一般的な感染症の予防のため
にもお勧めします。
◦適度な湿度の保持
　空気が乾燥すると、喉の粘膜の防御機能が低下し、イン
フルエンザにかかりやすくなります。特に乾燥しやすい室
内では加湿器などを使って、適切な湿度（50 ～ 60％）を
保つことも効果的です。
◦十分な休養とバランスのとれた栄養摂取
　身体の抵抗力を高めるために、十分な休養とバランスの
とれた栄養摂取を日ごろから心掛けましょう。

◦人混みや繁華街への外出を控える
　特に高齢の人や慢性疾患のある人、疲労気味、睡眠不足
の人は、人混みや繁華街への外出を控えましょう。やむを
得ず外出をして人混みに入る場合には、マスクを着用する
ことがひとつの防御策です。ただし、人混みに入る時間は
極力短時間にしましょう。
◦飛沫感染対策としての咳エチケット
　インフルエンザの主な感染経路は、咳やくしゃみをした
ときに口から発生される小さな水滴（飛沫）による飛沫感
染です。普段から皆が咳エチケット（①咳やくしゃみを他
の人に向けて発しないこと②咳が出るときはできるだけマ
スクをすること③手のひらで咳やくしゃみを受け止めた時
はすぐに手を洗うことなど）を心掛けてく
ださい。飛沫感染対策ではマスクは重要で
すが、感染者がマスクをする方が、感染を
抑える効果は高いといわれています。

インフルエンザを予防する方法

インフルエンザ予防接種　12月末で助成期間が終了します
【任意（子ども）インフルエンザ予防接種】
◦�対象者　山鹿市に住所がある満１〜 18歳（高校３年生
年齢相当）までの人
◦�助成回数と個人負担額

※�指定医療機関など詳しくは、広報やまが10月号や市ホー
ムページをご覧ください。

【定期インフルエンザ予防接種】
◦�対象者　①山鹿市に住所がある満 65歳以上の人（接種
日に満 65歳に到達している人）②山鹿市に住所がある
満 60 ～ 65 歳未満で、心臓・腎臓または呼吸器の機能
に自己の身辺の日常生活が極度に制限される程度の障が
いがある人、およびヒト免疫不全ウイルスで免疫の機能
に日常生活がほとんど不可能程度の障がいがある人（内
部障害で身体障害者手帳１級程度を持っている人）
◦�助成回数　１回
◦�個人負担額　1,500 円



広報やまが　2016.12.1　26

10 問市民課　☎ (43)1169およろこび・うぶごえ・おくやみ

※10月中の届出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています

およろこび
山　鹿
　山　鹿　平野　利政さん♥塘岡　綾子さん
　大　道　中嶋　恭行さん♥田内加奈美さん
　　　　　三宅　裕大さん♥古庄　美咲さん

菊　鹿
　内　田　児玉　　満さん♥愛垣　知子さん
　城　北　井上　友来さん♥星子　恵那さん
鹿　央
　米野岳　上野　寛人さん♥守谷　優希さん

山　鹿
　山　鹿　村上　長行さん (82)　福原志津加さん (96)
　　　　　　本　節子さん (88)
　米　田　⻆田菊次郎さん (80)
　川　辺　齊藤千代美さん (75)
　八　幡　福島　孝義さん (88)※９月届出分
　　　　　鹿子木美江子さん (69)　松岡みつのさん (67)
　　　　　古閑　安子さん (87)
　平小城　築嶋　類子さん (87)　宮田　弘惠さん (86)
　　　　　古家　寛治さん (80)
　三　岳　池部　則義さん (89)　園田　一馬さん (90)
　　　　　古家ミエ子さん (90)　中島　節代さん (72)
　三　玉　河村ヨシコさん (87)
鹿　北
　岳　間　堀江　謙治さん (70)
　岩　野　矢野　君代さん (91)
　広　見　古川オマルさん (94)

お く や み

菊　鹿
　内　田　坂口　　收さん (86)
　六　郷　井上　安喜さん (95)　東　　昭信さん (84)
　城　北　佐藤　勇喜さん (81)　　本健一朗さん (31)
　　　　　山口　英男さん (90)
鹿　本
　来　民　宮本　精二さん (81)
　稲　田　大野千鶴子さん (92)　工藤　一征さん (77)
　中　富　冨田　倍稔さん (96)　古庄　　冬さん (89)
　　　　　黒田美智子さん (87)　郡　ちえ子さん (86)
　　　　　坂本幸惠子さん (62)
鹿　央
　千　田　姫井　梅香さん (103)　木村　友治さん (84)
　米野岳　井出　昭子さん (89)　松本　信行さん (81)
　山　内　森　　道顯さん (79)

う ぶ ご え
山　鹿
　山　鹿　浦川　士

つ か さ

沙さん　酒井　智
ち は ね

羽さん
　　　　　坂本　　樹

たつき

さん　髙本　一
い ち と

杜さん
　　　　　井芹　優

ゆ う あ

杏さん　杉谷　光
ひ い ろ

彩さん
　米　田　小川　天

あ ま ね

音さん　橋口　拓
た く み

未さん
　川　辺　阿部　紗

さ ら ん

蘭さん　松永　桜
お う ま

直さん
　八　幡　淵上　希

き こ

幸さん　竹熊　　花
はな

さん
　　　　　髙野　　新

あらた

さん
　平小城　杉本　良

りょうや

夜さん　山口　斗
と う ま

真さん
　三　玉　立山　翔

しょうり

理さん
　大　道　富田　篤

あ つ と

人さん　山部　　稟
りん

さん
　　　　　福田茉

ま り か

莉華さん　川村　彩
あ み

心さん
　　　　　濵田　華

か ほ

帆さん
鹿　北
　広　見　北原　徠

く う

羽さん

菊　鹿
　内　田　羽根田莉

り こ

子さん
　城　北　鶴田　秋

あきかげ

景さん
鹿　本
　来　民　久富　　丈

じょう

さん　吉川　りのさん
　　　　　川俣　直

な お と

斗さん　岡村　鷹
お う が

風さん
　　　　　宮本　　櫂

かい

さん　井上陽
ひ よ り

与利さん
　　　　　金子　柊

しゅうま

真さん　德永　優
ま さ き

輝さん
　稲　田　山﨑　陽

よ う た

太さん　ニモ　愛
あ い ら

蕾さん
　中　富　高村　悠

ゆ う と

斗さん　別當　文
ふ み か

香さん
鹿　央
　千　田　小田　椋

りょうま

真さん
　米野岳　原　　莉

り の

乃さん
　山　内　髙田ひまりさん
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地区 12月 29日㈭ 12月 30日㈮ １月４日㈬

山鹿
燃やすごみは通常どおり
山鹿校区①、山鹿校区②の資
源ごみを収集

燃やすごみは通常どおり
鹿校通の資源ごみを収集 通常どおり

鹿北 通常どおり 通常どおり 通常どおり

菊鹿 通常どおり
燃やすごみは通常どおり
毎月第２・４金曜日地区の資
源ごみを収集

通常どおり

鹿本 通常どおり
燃やすごみは通常どおり
毎月第２・４金曜日地区の資
源ごみを収集

通常どおり

鹿央 通常どおり
通常どおり
毎月第２・４金曜日地区の資
源ごみを収集

毎週火曜日、水曜日地区の燃
やすごみを収集
毎月第１月曜日地区の埋立ご
みを収集

年末年始の家庭ごみ収集
年末は12月 30日㈮まで収集し、年始は１月４日㈬から収集します

【家庭ごみの収集】12月 31日㈯〜１月３日㈫は収集しません。

【ごみの自己搬入】12月 31日㈯〜１月３日㈫は搬入できません。

※その他の収集日程は「平成28年度家庭ごみ収集日程表」をご確認ください。

ごみの種類 搬入場所 搬入受付時間 搬入車両の上限

燃やすごみ・可燃性粗大ごみ クリーンセンター（鹿央町合里） 午前８時半
～

午後３時

２トン車

資源ごみ・不燃性粗大ごみ リサイクルプラザ（熊本市北区植木町轟） ４トン車

埋立ごみ 最終処分場（熊本市北区植木町轟） ４トン車

12月 29日㈭・30日㈮は搬入できます。ごみを自己搬入するときは適正な分別をしてください。
※搬入する前に鹿央市民センターにごみを持参し、必ず搬入許可を受けてください。

問環境課　☎ (43)7211
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○…開館・営業
−…閉館・休業

12月 １月
29
㈭
30
㈮
31
㈯

１
㈷

２
㈪

３
㈫

鹿
本
地
区

鹿本市民センター★ − − − − − −

鹿本地区公民館 − − − − − −

体育施設 − − − − − −

ひだまり図書館 − − − − − −

鹿本隣保館 − − − − − −

旧来民郵便局（ゆ〜くんち） − − − − − −

鹿本ふれあいセンター − − − − − −

清浦記念館 − − − − − −

水辺プラザかもと ○ ○ ○ ○ ○ ○

菊池川鹿本町水辺の学習館 − − − − − −

鹿
央
地
区

鹿央市民センター★ − − − − − −

鹿央多目的研修センター − − − − − −

鹿央体育館 − − − − − −

鹿央グラウンド − − − − − ○

鹿央物産館レストラン
（※５） − − − − − −

鹿央物産館農産物直販所
（※６） − − − − − −

県立装飾古墳館（※６） − − − − − −

くらしの歴史館 − − − − − −

鹿央隣保館 − − − − − −

鹿央地域福祉センター − − − − − −

※１　緊急の傷病者には、当番医が対応します。
※２　�12月 31日㈯は午前６時から午後６時、１月１日㈷

は午前10時から午後５時までの営業です。
※３　12月 31日㈯は午前８時から午後３時までの営業です。
※４　12月 25日㈰から１月４日㈬まで休館します。
※５　12月 26日㈪から１月４日㈬まで休館します。
※６　12月 29日㈭から１月４日㈬まで休館します。

★�婚姻届・死亡届など戸籍に関する届出は、本庁は宿直室、
各市民センターは宿日直が受け付けます。

主な公共施設の年末年始開館・閉館状況

○…開館・営業
−…閉館・休業

12月 １月
29
㈭
30
㈮
31
㈯

１
㈷

２
㈪

３
㈫

山
鹿
地
区

本庁市民課★ − − − − − −

市民医療センター（※１） − − − − − −

水道局
お客様サービスセンター − − − − − −

健康福祉センター − − − − − −

老人福祉センター − − − − − −

隣保館 − − − − − −

博物館 − − − − − −

灯籠民芸館 − − − − ○ ○

八千代座 − − − − ○ ○

市民交流センター
（文化ホール、こもれび図
書館含む）

− − − − − −

さくら湯（※２） ○ ○ ○ ○ ○ ○

総合体育館 − − − − − −

市民スポーツセンター − − − − − −

サイクリングターミナル − − − − − −

鹿
北
地
区

鹿北市民センター★ − − − − − −

鹿北地区公民館 − − − − − −

体育施設 − − − − − −

老人福祉センター − − − − − −

道の駅かほく「小栗館」
（※３） ○ ○ ○ − − −

木遊館 ○ − − − − −

小栗茶屋 − − − − − −

菊
鹿
地
区

菊鹿市民センター★ − − − − − −

菊鹿地区公民館 − − − − − −

体育施設 − − − − − −

ひまわり館 − − − − − −

あんずの丘あぷりぃ ○ ○ − − − −

鞠智城温故創生館（※４） − − − − − −

鞠智城物産館長者館（※４） − − − − − −
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※都合で変更になる場合があります。（鹿本医師会） ※営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

12月および年末年始の休日在宅当番医、当番薬局

月 日
当番医

（診療時間：午前９時〜午後５時）
当番薬局

（営業時間：午前９時〜午後５時）

12
月

４日㈰ 横手医院 /大橋通クリニック 江上薬局大橋通 /山鹿岩下薬局

11日㈰ 吉里医院 /きくか松岡クリニック 鹿校通薬局 /山鹿岩下薬局

18日㈰ 山鹿中央病院 山鹿岩下薬局

23日㈷ 星田内科医院 /まえはら泌尿器科クリニック まつ薬局 /山鹿岩下薬局

25日㈰ 中川医院 /かもと整形外科医院 山鹿岩下薬局

29日㈭

井上産婦人科医院 /井上小児科医院 /上塚外科胃腸科医院
うちだ内科医院 /大坂整形外科医院 /かもと整形外科医院
桑木内科 /後藤整形外科医院 /小林医院 /大橋通クリニック
山鹿回生病院 /坂本医院 /東内科小児科医院 /平井藤岡医院
藤原クリニック /星田内科医院 /保利病院
まえはら泌尿器科クリニック /前原耳鼻咽喉科医院
きくか松岡クリニック /松永整形外科リウマチ科
山鹿中央病院 /三森循環器科呼吸器科病院 /幸村医院

きりん薬局 /山鹿いちご薬局
えいせい堂薬局 /ハニー薬局
かおうまち薬局（午前８時〜午後５時）
まつ薬局 /山鹿岩下薬局 /きらきら薬局
江上薬局大橋通（午前９時〜午後７時）
グリーンファーマシー（午前９時〜午後６時）

30日㈮
井上小児科医院 /大橋通クリニック /坂本医院
東内科小児科医院 /平井藤岡医院 /藤原クリニック
保利病院 /きくか松岡クリニック /山鹿中央病院

エース薬局（午前９時〜午後１時）
まつ薬局 /山鹿岩下薬局

31日㈯ 井上小児科医院 /保利病院 /山鹿中央病院 まつ薬局 /山鹿岩下薬局

１
月

１日㈷ 保利病院 /山鹿中央病院 城北中央薬局（午前９時〜午後１時）

２日㈪ 保利病院 /山鹿中央病院 城北中央薬局（午前９時〜午後１時）

３日㈫ 東内科小児科医院 /保利病院 /山鹿中央病院
三森循環器科呼吸器科病院 /大橋通クリニック 山鹿いちご薬局

※水道の事でお困りのときは、当番店が対応します。（山鹿市内のみ）
　詳しくは、山鹿市管工事業協同組合事務所〈☎ (43)4584〉にお尋ねください。

月 日 当番業者

12
月

28日㈬ ㈲池田設備☎ (43)5547/ ㈾とらや商会☎ (43)2212/ ㈲有働設備☎ (43)4550

29日㈭ 猿渡機械設備☎ (44)2501/ ㈱誠工社☎ (44)6492/ ㈲フルカワ☎ (43)3529

30日㈮ ㈲東総合設備☎ (34)0717/ ㈲野田設備工業☎ (43)6643/ 南九州マルヰ㈱☎ (42)3233

31日㈯ ㈲東設備☎ (36)3083/ 城北工業㈱☎ (44)1281/ イズミ住設工業☎ (48)2550
㈲山鹿綜合設備☎ (44)5758

１
月

１日㈷ アイビー浄水㈲☎ (43)4660/ 日創立花㈱☎ (44)3254/ ㈲八代設備☎ (46)4861

２日㈪ ㈲泰明設備☎ (44)2357/ ㈲サンテック☎ (46)5555/ ㈱高原設備工業☎ (43)2830

３日㈫ ㈲岩野石油☎ (32)3128/ 城設備㈱☎ (36)4011/ ㈱九電工☎ (43)4175/ ㈱垂水建材店☎ (44)6310

年末年始の水道修理当番事業所
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今
月
の
納
税
・
保
険
料

◦�
固
定
資
産
税
（
第
３
期
）

◦�
国
民
健
康
保
険
税
（
第
７
期
）

◦�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
６
期
）

◦�

介
護
保
険
料
（
第
５
期
）

◦�

納
期
限　
12
月
26
日
㈪

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦�

夜
間
（
平
日
）　
12
月
12
日
㈪
〜
16
日
㈮
・

19
日
㈪
〜
22
日
㈭

　

午
後
５
時
半
〜
午
後
８
時

◦�

休
日
（
日
曜
）　
12
月
11
日
㈰
・
18
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◦
場
所
　
市
役
所
１
階
税
務
課 

⑥
番
窓
口

※�

納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
山
鹿
市
内
の
各
金

融
機
関
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。
す
で
に

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
は
、
口
座
の
残

高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
に
限
り
、
納
期

限
ま
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
納
付
書
の
裏

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
収
納
係　
　
　

☎（
43
）１
１
４
４

　

医
療
機
関
に
支
払
っ
た
一
部
負
担
金
が
自

己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
国
保
年
金

課
に
申
請
を
す
る
と
、
超
え
た
分
を
高
額
療

養
費
と
し
て
払
い
戻
し
ま
す
（
自
己
負
担
限

度
額
は
所
得
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）。

　

林
業
退
職
金
共
済
制
度
に
加
入
し
て
い
た

人
で
、
退
職
金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
を

探
し
て
い
ま
す
。
ご
自
身
が
制
度
に
加
入
し

て
い
た
か
分
か
ら
な
い
人
に
つ
い
て
も
お
調

べ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者
や
被
共

済
者
に
対
し
、
各
種
手
続
き
が
必
要
な
場
合

は
、
で
き
る
限
り
対
応
し
ま
す
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問�

（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
林
業
退

職
金
共
済
事
業
本
部

☎
03（
６
７
３
１
）２
８
８
７

　

平
成
28
年
10
月
１
日
以
後
に
実
施
す
る
特

別
徴
収
か
ら
、
次
の
①
②
に
つ
い
て
適
用
に

な
り
ま
し
た
。

①�

仮
特
別
徴
収
税
額
の
算
定
方
法
の
見
直
し

（
仮
特
別
徴
収
税
額
の
平
準
化
）

　

年
間
の
特
別
徴
収
税
額
の
平
準
化
を
図
る

た
め
、
仮
特
別
徴
収
税
額
（
４
・
６
・
８
月
の

仮
徴
収
税
額
）
を
、「
前
年
度
分
の
公
的
年

金
等
に
係
る
所
得
割
額
と
均
等
割
額
の
合
算

額
（
年
税
額
）
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額

と
す
る
」
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
仮
特
別

徴
収
税
額
（
仮
徴
収
税
額
）
の
算
定
方
法
の

見
直
し
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
税
負
担
と
な

る
年
税
額
の
増
減
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
実
際
に
見
直
し
と
な

国
保
の
高
額
療
養
費
の
申
請
に

は
領
収
書
が
必
要
で
す

林
業
退
職
金
共
済
制
度

退
職
金
請
求
は
お
済
み
で
す
か

お知
せら

お知
せら

　

社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
分
野
で
、
行

政
手
続
の
効
率
性
・
透
明
性
を
高
め
、
国
民

に
と
っ
て
利
便
性
の
高
い
公
平
・
公
正
な
社

国
税
に
関
す
る
社
会
保
障
・
税

番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
制
度

お知
せら

個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
制
度

の
見
直
し

お知
せら

　

国
保
の
高
額
療
養
費
を
申
請
す
る
と
き

は
、
一
部
負
担
金
の
領
収
書
原
本
が
必
要
で

す
。
申
請
受
け
付
け
後
に
原
本
は
返
却
し
ま

す
の
で
、
確
定
申
告
（
医
療
費
控
除
）
に
は

返
却
し
た
領
収
書
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
の
後
に
高
額
療
養
費
の
申
請
を

す
る
場
合
は
、
税
務
署
へ
提
出
し
た
領
収
書

原
本
を
取
り
寄
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
医
療
費
控
除
の
申
告
を
予
定
し
て
い
る

人
は
、
申
告
す
る
前
に
12
月
分
ま
で
の
高
額

療
養
費
の
申
請
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

☎（
43
）１
５
２
７

る
の
は
平
成
29
年
４
月
分
か
ら
で
す
。

②�

転
出
・
税
額
変
更
が
あ
っ
た
場
合
の
特
別

徴
収
継
続
の
見
直
し

　

こ
れ
ま
で
は
賦
課
期
日
（
1
月
1
日
）
後

に
他
市
町
村
へ
転
出
し
た
場
合
や
特
別
徴
収

す
る
税
額
が
変
更
さ
れ
た
場
合
、
公
的
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
は
停
止
（
中
止
）
さ
れ
、

普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
め
る

方
法
）
に
切
り
替
わ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
一
定
の
要
件
の
下
、
特
別
徴
収
を

継
続
す
る
こ
と
に
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

問
税
務
課
市
民
税
係　
　

☎（
43
）１
１
２
０

会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
社
会

保
障
・
税
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
制
度
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

税
務
署
へ
提
出
い
た
だ
く
平
成
28
年
分
以

降
の
所
得
税
な
ど
の
確
定
申
告
書
な
ど
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
記
載
が
必

要
で
あ
る
と
と
も
に
、
本
人
確
認
書
類
（
番

号
確
認
書
類
と
身
元
確
認
書
類
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
で
あ
れ
ば
１
枚
で
可
能
）
の
提

示
か
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

国
税
に
関
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
最

新
情
報
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
税
務
署
（
自
動
音
声
案
内
）

☎（
44
）２
１
８
１

　

就
業
し
て
い
る
調
理
師
は
、
法
に
基
づ
き

２
年
ご
と
に
就
業
地
な
ど
に
関
す
る
届
け
出

が
必
要
で
す
。

◦�

対
象　
平
成
28
年
12
月
31
日
現
在
、
調
理

師
免
許
を
持
ち
県
内
で
調
理
業
務
に
従
事

し
て
い
る
人

◦�

書
類
設
置
場
所　
山
鹿
市
役
所
福
祉
課
、

県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課
、県
内
保
健
所
、

熊
本
市
の
保
健
所
と
各
区
役
所

◦�

提
出
先　
就
業
地
が
山
鹿
市
の
人
は
山
鹿

市
役
所
福
祉
課
、
就
業
地
が
熊
本
市
の
人

は
熊
本
市
保
健
所
、
そ
の
他
の
人
は
就
業

地
を
所
管
す
る
保
健
所

◦�

提
出
期
限　
平
成
29
年
１
月
16
日
㈪

問�

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
５
２

調
理
師
は
業
務
従
事
者
届
の

提
出
が
必
要
で
す

お知
せら
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問農業振興課
☎ (43)1556SILK on VALLEY YAMAGA（新シルク蚕さん業ぎょう構想） プロジェクトレポート ３

　㈱あつまる山鹿シルクによる世界最大規模の「周
しゅう

年
ね ん

無
む

菌
き ん

養
よ う

蚕
さ ん

プラント」が、来年３月下旬の完成に向けて
着々と建設が進められています。11 月１日には、秋晴
れのもとで棟

む ね

上
あ

げ式が行われ、その巨大工場が徐々に
姿を現し始めています。

　11 月には本プロジェクトのロゴとキャッチコピー、
などが決まりましたのでご報告します。
キャッチコピー：未来をつむぐ、やまがのシルク。
※�シンボルマークは、太陽と山鹿の自然資産である川、

そして山と谷を繭
ま ゆ

のイメージと組み合わせたものです。

WEBサイトオープン
　本市から世界に向けて、このプロジェクトの状況・
情報などが随時発信できるように、専用の WEB サイ
トをオープンしました。プロジェクトの企画デザイン
などを手掛ける、㈱リバースプロジェクト伊

い

勢
せ

谷
や

友
ゆ う

介
す け

代表（俳優）をはじめ、関係者の熱い声など、さまざ
まな情報を発信します。ぜひご覧ください。
アドレス：http://www.silk-on-valley-yamaga.jp/

建設中の無菌養蚕プラント

無菌養蚕プラントの完成イメージ図

入札結果の報告（10月分）
※落札価格500万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む） 問財務課監理契約室　☎ (43)1118
入札日 工　　事　　名 工事場所 落札業者 落札額（円）

10/4 米野地区水路（中堰）改修工事 鹿央町合里地内 ㈱有明工業 6,804,000

10/4 米野地区水路（下堰）改修工事 鹿央町合里地内 開成工業㈱ 5,776,920

10/4 藤井２区下堰改修工事 藤井地内 開成工業㈱ 8,549,280

10/4 野辺田線道路改良工事 小坂地内 ㈲古田建設 22,140,000

10/4 双板堂ケ原線道路改良工事 平山地内 ㈱小川建設 23,976,000

10/4 小原持松線道路改良工事 鹿央町岩原地内 ㈲中村工務店 20,466,000

10/4 鬼丸中間線道路改良工事 鹿本町来民地内 ㈱岩下建設 21,060,000

10/4 長坂村中線道路改良工事 長坂地内 ㈲阿蘇品組 12,096,000

10/4 豊水黒蛭線道路改良工事 菊鹿町木野地内 ㈲康栄土木 13,878,000

10/4 坂東御宇田線道路改良工事 鹿本町来民地内 ㈲牛島工務店 16,416,000

10/4 大浦北谷線道路改良工事 鹿央町梅木谷地内 ㈲上村建設 12,690,000

10/4 西栗瀬線道路改良工事 鹿北町岩野地内 ㈲山本建設 11,232,000

10/4 馬見塚用水機場改修工事 方保田地内 猿渡機械設備 5,497,200

10/25 八千代座長屋解体調査及び塀新設工事 山鹿地内 永田建築 9,131,400

10/25 平成 28年度鍋田団地汚水管布設工事（２工区） 鍋田地内 ㈲佐間野土木 18,684,000

10/25 春間線道路改良工事 鹿央町岩原地内 ㈱誠和 12,528,000
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〈 

有
料
広
告 

〉

〒861-0552
熊本県山鹿市杉字寺の前 756-1
杉の子保育園内

英語、韓国語、中国語、ベトナム語、スペイン語

TEL 080-3886-4780
代表　トラン愛子　

杉の子保育園内

日輪寺

www.language-kitchen.com

翻訳サービス・英語教室

　

国
の
伝
統
的
工
芸
品
を
あ
な
た
も
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
山
鹿
灯
籠
制
作
教
室
で
は
、

熟
練
の
技
を
持
つ
灯
籠
師
が
金
灯
籠
の
作
り

方
を
丁
寧
に
教
え
ま
す
。

◦�

対
象
者　
市
内
在
住
で
毎
回
出
席
で
き
る
人

◦�

期
間　
平
成
29
年
１
月
10
日
㈫
～
3
月
16

日
㈭　

毎
週
火
・
木
曜
日
（
20
回
）

　

午
後
６
時
半
～
８
時
半

◦�

場
所　
山
鹿
灯
籠
民
芸
館　

別
館
２
階

山
鹿
灯
籠
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

募集
　

農
林
水
産
省
と
日
本
貿
易
振
興
機
構

（
ジ
ェ
ト
ロ
）
は
、
皆
さ
ん
が
気
軽
に
相
談

で
き
る
「
農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出
相
談
窓

口
」
を
各
地
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

諸
外
国
の
規
制
・
制
度
、
国
の
支
援
事
業
、

輸
出
手
続
き
な
ど
、
輸
出
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◦�

九
州
農
政
局
地
域
連
携
課

☎
０
９
６（
２
１
１
）８
６
０
７

　

・
輸
出
先
国
の
各
種
規
制
・
制
度

　

・
輸
出
関
連
支
援
事
業
な
ど

◦�

ジ
ェ
ト
ロ
熊
本

☎
０
９
６（
３
５
４
）４
２
１
１

　

・�

輸
出
先
国
の
基
礎
情
報
や
マ
ー
ケ
ッ
ト

情
報

　

・
見
本
市
・
商
談
会
に
関
す
る
情
報
な
ど

※�

輸
出
相
談
窓
口
一
覧
は
農
林
水
産
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
農
業
振
興
課　
　
　
　

☎（
43
）１
５
５
６

農
林
水
産
物
・
食
品
の

輸
出
相
談
窓
口

相談

　

首
都
圏
の
大
学
に
通
う
熊
本
県
出
身
の
学

生
の
た
め
の
寮
「
有
斐
学
舎
」
の
入
寮
生
を

募
集
し
ま
す
。

◦�

対
象　
平
成
29
年
４
月
か
ら
４
年
制
大
学

に
進
学
す
る
熊
本
県
出
身
の
学
生

◦�

所
在
地　
埼
玉
県
志
木
市
柏
町
６
‐
27
‐
14

◦�

寮
費　
２
人
部
屋　

１
万
２
千
円
／
月

　
　
　
　

１
人
部
屋　

１
万
８
千
円
／
月

　
　
　
　
（
電
気
料
金
、
食
費
は
実
費
）

※
熊
本
地
震
の
被
災
者
は
減
免
制
度
あ
り

◦�

入
舎
料　
７
万
円
（
入
舎
時
に
納
付
）

◦�

申
込
期
限　

　
【
第
１
回
】
平
成
29
年
１
月
10
日
㈫ 

　
【
第
２
回
】
３
月
１
日
㈬ 

　
【
第
３
回
】
３
月
21
日
㈫

熊
本
県
出
身
者
の
学
生
寮

「
有ゆ

う

ひ斐
学
舎
」
入
寮
生
募
集

募集
◦�

定
員　
10
人
（
初
め
て
の
人
を
優
先
）

※�

申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
お
断
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◦�

参
加
費　
３
７
０
０
円

◦�

申
込
期
限　
12
月
16
日
㈮

　
問�

山
鹿
灯
籠
民
芸
館　

☎（
43
）１
１
５
２

申

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通

信
制
の
大
学
で
す
。
平
成
29
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業

の
人
が
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。

◦�
出
願
期
限

　
【
第
１
回
】
平
成
29
年
２
月
28
日
㈫

　
【
第
２
回
】
３
月
20
日
㈷

※�

資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま
す
。
電
話
か

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

問
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
４
１
）０
８
６
０

放
送
大
学
４
月
生
募
集

募集
◦�

訓
練
場
所　
合
志
市

◦�

訓
練
科
目　
福
祉
住
環
サ
ー
ビ
ス
科

◦�

募
集
期
間　
12
月
１
日
㈭
〜
22
日
㈭

◦�

訓
練
期
間　
平
成
29
年
２
月
１
日
㈬
〜
７

月
27
日
㈭

◦�

受
講
料　
無
料

問�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

☎
０
９
６
８（
24
）８
６
２
５

職
業
訓
練
コ
ー
ス

募集
◦�

書
類
配
布
場
所　
県
政
情
報
文
書
課

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

（
公
財
）
肥
後
奨
学
会　

有
斐
学
舎

☎
０
４
８（
４
７
３
）７
５
９
１
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水廻りのことならすべておまかせ !!

TORAYA
SHOKA

I

おかげさ
まで

年55

ガス石油給湯器

ポンプ 洗面化粧台

システムキッチン

ユニットバス・浴槽

トイレ・ウォシュレット

お見積もり・
ご相談無料！

業務用・家庭用エアコン
ソーラーシステム太陽光発電
エコキュートもお問い合わせ下さい！

㈾とらや商会
山鹿市鹿校通 1-3-29
TEL 0968-43-2212
i タウンページ水道 とらや商会

で 検索
熊本県知事許可（般ー28）第 487号

　

平
成
29
年
度
の
事
業
に
あ
た
り
、
業
務
の

新
規
受
託
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

◦�

募
集
期
間　
12
月
1
日
㈭
～
22
日
㈭

◦�

業
務
内
容　
高
齢
者
の
見
守
り
を
兼
ね
た

弁
当
（
夕
食
）
の
配
達
、
弁
当
代
の
徴
収

◦�

事
業
者
の
要
件

　

①�

山
鹿
市
内
に
主
な
事
業
所
が
あ
る
社
会

福
祉
法
人
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
、

公
益
法
人
、
そ
の
他
の
民
間
事
業
者

　

②�

1
回
あ
た
り
の
調
理
食
数
が
20
食
以
上

可
能
で
、
1
食
か
ら
で
も
配
達
が
で
き

る
こ
と 食

の
自
立
支
援
事
業
の
業
務
新

規
受
託
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

募集
◦�研修コースなど

◦�受講料　無料　※次のものは受講者負担
　・保険料、教科書代、小農具代など
　・�プロ経営者コースは肥料や農薬などは個人負担ですが、

収益は研修生のものになります。
◦�申込期間　12 月１日㈭〜平成 29 年１月 31 日㈫�
　午後５時まで（郵送の場合は１月 31 日㈫当日消印有効）

問�熊本県立農業大学校研修部　☎ 096(248)6600

研修コース
対象者

受講日
受講期間 定員 研修の特徴・対象

プロ経営者コース
就農予定時45歳未
満の人
※�青年就農給付金（準
備型）が受給可能

週５日（月〜金）
４月〜３月
（12カ月間）
８:50〜16:20

10人程度

即戦力として本格的
な農業経営を目指す
人が対象。個人管理
の研修ほ場で、生産
から販売まで独立採
算による模擬経営研
修を実施

実践農業コース
平成29年４月１日
現在で63歳以下の
人

週３日（月・水・金）
４月〜12月
（８カ月間）
８:50〜 16:20

40人程度
農産物販売を目指す
人。共同管理のほ場
での研修

特別セミナー聴講
コース（座学のみ）

毎月１回
（原則第４水曜日）
全８回
13:30 〜 16:00

15人程度
農業で生計を立てる
ことを目指す人で、
特別セミナーのみ聴
講する人

農業大学校新規就農支援研修生を募集します

　

③�

適
切
に
業
務
を
行
う
た
め
の
人
員
を
配

置
し
て
い
る
こ
と

　

④�

業
務
を
行
う
た
め
の
設
備
や
施
設
を
山

鹿
市
内
に
持
ち
、
一
連
の
業
務
を
実
施

で
き
る
こ
と

　

⑤�

管
理
栄
養
士
な
ど
か
ら
指
導
を
受
け

た
、
高
齢
者
向
け
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
食
事
を
提
供
で
き
る
こ
と

　

⑥�

日
曜
日
と
12
月
30
日
か
ら
翌
年
1
月
3

日
を
除
い
て
、
毎
日
業
務
を
実
施
で
き

る
こ
と

　

⑦�

1
年
間
継
続
し
て
事
業
を
実
施
で
き
る

こ
と

　

⑧�

食
品
衛
生
法
第
52
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
を
得
て
い
る
も
の

　

⑨�

調
理
施
設
と
業
務
従
事
者
に
つ
い
て｢

中
小
規
模
調
理
施
設
に
お
け
る
衛
生
管

理
の
徹
底
に
つ
い
て
」
と
「
大
量
調
理

施
設
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
従
っ

た
衛
生
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

　

⑩�

食
中
毒
な
ど
に
よ
る
営
業
停
止
な
ど

を
、
募
集
日
以
前
１
年
以
内
に
受
け
て

い
な
い
こ
と

　

⑪�

市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◦�

応
募
方
法　
長
寿
支
援
課
に
置
い
て
い
る

書
式
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類

を
添
付
し
て
長
寿
支
援
課
へ
提
出

◦�

事
業
者
の
選
定　
提
出
書
類
に
基
づ
き
、

長
寿
支
援
課
で
審
査
し
ま
す
。
必
要
に
応

じ
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。
選
定
の
結
果
は
、
受
付
期
間
終
了
後

お
お
む
ね
2
週
間
以
内
に
通
知
し
ま
す
。

問
長
寿
支
援
課　
　
　
　

☎（
43
）１
１
８
０

　

冬
は
星
空
が
美
し
く
見
え

る
季
節
で
す
。
博
物
館
の
望

遠
鏡
を
使
っ
て
冬
の
星
空
観
察
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

◦�
日
時　
12
月
17
日
㈯　

午
後
７
時

※�
荒
天
の
場
合
は
中
止
し
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

タ
ー
ミ
ナ
ル
で
冬
の
星
座
の
話

◦�

場
所　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
駐

車
場
は
博
物
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

◦�

参
加
料　
無
料

※�

当
日
は
冷
え
込
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、暖
か
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
問�

山
鹿
市
立
博
物
館　

☎（
43
）１
１
４
５

冬
の
星
空
観
察
会

催し
申
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①レストランホール（パート）
時　給　＠780円～1,000円
時　間　8：00～16：00の５時間程度
休　日　週休２日制（シフト制）
交通費　当社規定にて支給
○年齢・資格不問・ダブルワーク可

②調理師（パート）
時　給　＠800円～1,000円
時　間　8：00～16：00の５時間程度
休　日　週休２日制（シフト制）
交通費　当社規定にて支給
○経験者優遇・年齢不問

③お皿洗い（パート）
時　給　＠780円～850円
時　間　10：00～16：00の５時間程度
休　日　週休２日制
交通費　当社規定にて支給
○年齢・資格不問

熊本県山鹿市鹿央町仁王堂837　西洋フードコンパスグループ　ユーレストジャパン株式会社　鹿央ゴルフ倶楽部レストラン
☎0968（36）2516　担当：井上まで　詳細はお気軽にお尋ねください。

鹿央ゴルフ倶楽部のレストランで働く仲間を募集します　　明るい職場です！

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
宿
泊
し
、

冬
休
み
の
思
い
出
と
、
新
し
い
友
達
を
つ
く

り
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
お
泊
ま
り
で
も
大

丈
夫
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ

ん
が
お
世
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。

◦�

期
日　
12
月
17
日
㈯
〜
18
日
㈰
１
泊
２
日

◦�

場
所　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

◦�

内
容　
臼う

す

と
杵き

ね

を
使
っ
た
餅
つ
き
、
星
空

観
察
会
、
昔
遊
び
体
験
学
習
な
ど
を
異
年

齢
の
グ
ル
ー
プ
で
体
験
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
の
交
流
。

◦�

参
加
料　
１
人
４
千
円
と
米
２
合

◦�

参
加
対
象
者　
小
学
生

◦�

募
集
人
員　
30
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
締
め
切
り
後
に
抽
選
）

◦�

申
し
込
み
方
法　
各
小
学
校
で
配
布
さ
れ

る
申
込
書
を
、
12
月
４
日
㈰
ま
で
に
サ
イ

ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
Ｆ
Ａ
Ｘ〈（
43
）

１
１
３
６
〉か
持
参
す
る
。

※
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

問�

山
鹿
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

☎（
43
）１
１
３
６

冬
休
み
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き

宿
泊
体
験

催し

【
パ
レ
ア 

ア
ク
シ
ア
展
「
装
飾
古
墳
と
デ
ザ

イ
ン
」】

◦�

期
間　
12
月
８
日
㈭
〜
27
日
㈫

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

◦�

場
所
　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
ア

ク
シ
ア

◦�

内
容　
熊
本
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
集
団
、
熊
本

デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
装
飾
古
墳
の

デ
ザ
イ
ン
を
さ
ま
ざ
ま
な
カ
タ
チ
で
展
示

し
ま
す
。

◦�

入
場
料
　
無
料

【「
装
飾
古
墳
と
デ
ザ
イ
ン
」
鼎て

い
だ
ん談
】

◦�

期
日　
12
月
24
日
㈯　

午
後
１
時
〜
４
時

◦�
場
所
　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
ア

ク
シ
ア

◦�
内
容　
「
装
飾
古
墳
と
デ
ザ
イ
ン
」
に
つ

い
て
、
装
飾
古
墳
館
木
﨑
館
長
と
熊
本
デ

ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
ペ
ド
ロ
山
下

氏
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
津
田
氏
の
３
人
が

熱
く
語
り
合
い
ま
す
！

◦�

入
場
料
　
無
料

問�

県
立
装
飾
古
墳
館　
　

☎︵
36
）２
１
５
１

パ
レ
ア 

ア
ク
シ
ア
展

く
ま
も
と
歴
史
発
見
！ 

Ⅱ

催し

◦�

日
時　
平
成
29
年
１
月
７
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
半

◦�

テ
ー
マ
・
講
師　

　

�

◦�

「
玉
名
郡
玉
名
村
の
三さ

ん

古
墳
（
乙
）
永え

い

安あ
ん

寺じ

東ひ
が
し

古
墳
（
丙
）
永
安
寺
西に

し

古
墳
」

古
墳
館
集
中
講
座

催し

　

市
内
に
住
ん
で
い
る
人
を
中
心
に
中
学
生

以
上
の
チ
ー
ム
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
、
山
鹿

市
駅
伝
大
会
を
開
催
し
ま
す
。「
水
辺
プ
ラ

ザ
か
も
と
」
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
、
鹿

本
・
菊
鹿
地
区
の
７
区
間
21
・
６
㎞
の
コ
ー

ス
を
選
手
た
ち
が
激
走
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
山
鹿
市
駅
伝
大
会

を
開
催
し
ま
す

催し

を
辿
っ
て

　
　

玉
名
市
教
育
委
員
会　

田
中
康や

す

雄お

さ
ん

　

�

◦�

「
玉
名
郡
石
貫
村
の
横
穴
群
」
を
辿
っ

て

　
　

玉
名
市
教
育
委
員
会　

竹
田
宏あ

つ

司し

さ
ん

◦�

場
所
　
県
立
装
飾
古
墳
館
集
団
学
習
室

◦�

受
講
料
　
無
料

　
問�

県
立
装
飾
古
墳
館　

☎︵
36
）２
１
５
１

　

コ
ー
ス
周
辺
や
通
行
中
の
皆
さ
ん
に
は
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ

く
と
と
も
に
選
手
へ
の
熱
い
声
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

◦�

日
時　
12
月
18
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
開
会
、
10
時
ス
タ
ー
ト

◦�

コ
ー
ス　
「
水
辺
プ
ラ
ザ
か
も
と
」
か
ら

菊
鹿
・
鹿
本
地
区
（
７
区
間　

21
・
６
㎞
）

問
山
鹿
市
体
育
協
会　
　

☎（
43
）５
０
７
０昨年大会の様子

申
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〉 ㈲石のふるかわでは時代を先取りしたコンパクト墓「軽墓
シリーズ」を開発した。お墓の機能を完璧に備え、費用が
安く管理がしやすい、事情が変われば移転も簡単にできま
す。１ｍ×１ｍの墓地に設置でき、ニューデザインの墓石は
見た目にも華があります。日本の墓文化を守りつつ、建て主
から子孫へ負担の軽いお墓を考案しました。

熊本県知事許可（般ー27）第12675号

*（０９６８）３６－９６６８*（０９６８）３６－９６６８

愛 光

（ホームページ）http://www.ishinofurukawa.co.jp

山鹿市方保田3514－1

90万円
（税別）

80万円
（税別）

12 月のさくら湯休館日

12 月 21 日 ㈬ （第３水曜日）

◦�

日
時　
平
成
29
年
１
月
９
日
㈷

　

午
前
９
時
〜
受
け
付
け
、
10
時
開
式

◦�

場
所　
山
鹿
市
総
合
体
育
館

◦�

対
象
者　
平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※�

対
象
者
に
は
、
11
月
上
旬
に
案
内
状
を
郵

送
し
て
い
ま
す
。
案
内
状
が
届
い
て
い
な

い
場
合
で
も
、
当
日
受
け
付
け
で
参
加
で

き
ま
す
。

問�

社
会
教
育
課　
　
　
　

☎（
43
）１
６
５
１

平
成
29
年
山
鹿
市
成
人
式
を

開
催
し
ま
す

催し

◦�

日
時　
平
成
29
年
１
月
14
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

◦�

場
所
　
県
立
装
飾
古
墳
館

◦�

参
加
料
　
１
０
０
０
円

◦�

定
員
　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

※�

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
申
込
期
間

12
月
１
日
㈭
〜
（
月
曜
日
休
館
）

　
問�

県
立
装
飾
古
墳
館　

☎︵
36
）２
１
５
１

県
立
装
飾
古
墳
館
定
期
体
験
教

室
「
琥こ

珀は
く

勾ま
が
た
ま玉
づ
く
り
」

催し
申

開催日 行　事　名 時間 料金

３日㈯ 熊本地震復興支援企画シリーズ
コスナビ　コスプレ撮影会 日中 有料

４日㈰ FF 恒例秋の歌謡ショー 全日 無料

７日㈬ ボローニャ・フラテルナル劇団
即興仮面喜劇「ドン・ジョヴァンニ」 夜間 有料

10 日㈯ 琉球古典音楽野村流保存会九州支部
５周年記念公演 午後 有料

14 日㈬ 休館日

17 日㈯ ハナウタ in 八千代座 2016 午後 有料

18 日㈰ 詩舞歌心伝（玄海竜二公演） 午後 無料

25 日㈰ がんばろう！熊本クリスマス
コンサート〜天地人と仲間たち〜 午後 無料

29 日㈭
～

31 日㈯
休館日

※�主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があります。な
お、各催しのチケット・主催者などのお問い合わせは、八千代
座までどうぞ　問☎ (44)4004

12 月

　八千代座見学＆山鹿灯籠踊り定期公演
期日　�12 月１日㈭・５日㈪・６日㈫・８日㈭・12 日㈪・13 日㈫
時間　１日２回（午前 11 時・午後２時）
料金　大人 520 円、小中学生 260 円（団体割引あり）
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お気軽にお問い合わせください。見積無料 !! 少量OK

㈲クリーン健康社 ☎０９６８(４３)６３４８
山鹿市鍋田 1507-2（ｽﾘｰ･ｱｰﾙ･ｾﾝﾀｰ内）一般廃棄物収集運搬業山鹿市指令第1565号

産業廃棄物収集運搬業第04300073046号
一般廃棄物処分業山鹿市指令第1566号
産業廃棄物処分業第04320073046号

Patioさん（鹿本町御宇田345－1国道 325号線
沿い）に設置しています。どなたでもご自由に
お入れください。

古紙回収ボックス設置 !!
○自分だけでは粗大ごみを出せない…
○家、部屋を整理したいが、不用品が多すぎて
　どうしたらいいか…などなど

ごみ処理何でもお任せ !!

在庫状況はお問い合わせください。
堆肥無料で差し上げます !!

仕事の相談はお気軽に
【一般】
①正看護師　19 万円〜
②准看護職　18 万円〜
③臨床工学技士　18万2,500 円〜
④ソーシャルワーカー
　17 万５千円〜
⑤介護支援専門員　14 万 499 円〜
⑥調剤薬局事務　13 万円〜
⑦営業事務員　13 万９千円〜
⑧一般事務　13 万 4,400 円
⑨医薬品配置販売員　18 万５千円
⑩客室係　15 万円〜
⑪�縫製職　12 万 3,552円〜
⑫�土木作業員　19 万８千円〜
⑬�ルート配送　15 万５千円〜
【パート】
①看護師・准看護師　時給千円〜
②歯科衛生士　時給千円〜
③教室受付　時給 715 円
④医療事務　時給千円〜
⑤ホール・キッチンスタッフ
　時給 850 円〜
⑥調理および接客　時給 850 円
⑦�物産館販売員　時給 720 円
⑧�惣菜スタッフ　時給 720 円
※�詳細はご来室・ご相談ください。

すでに採用済みの場合もあります。
問�山鹿市地域職業相談室☎(43)1724

社会保険労務士労働相談
◦日時　12 月13 日㈫午後１時〜４時
◦場所　市役所商工観光課
問商工観光課　☎ (43)1579

消費生活相談
◦日時　毎週月〜金曜日
　午前８時半〜午後５時 15 分
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター☎(43)1579

税務相談
◦日時　12 月９日㈮
　　　　午後 1 時半〜 4 時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ (32)3111

年金出張相談
◦�日時　12 月７日㈬・14 日㈬・
　　　　21 日㈬・28 日㈬※要予約
　　　　午前 10 時〜午後３時
◦場所　市役所会議室
◦�持参品　本人確認書類（運転免許

証など）、代理の場合は委任状
問国保年金課　☎ (43)1576

精神保健相談
　精神保健指定医に相談できます。
◦日時　12 月８日㈭※要予約
　　　　午後２時〜４時
　　　　（毎月第２木曜日）
◦場所　山鹿保健所
問山鹿保健所　☎ (44)4121

障がい者・児相談
◦日時　毎週火曜日
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　山鹿市役所福祉課
◦日時　毎週水曜日
　　　　午前９時〜 11 時半
◦場所　山鹿健康福祉センター
問福祉課障がい福祉係☎ (43)0052

認知症に関する相談
◦日時　12 月 14 日㈬・28 日㈬
　　　　午前 10 時〜正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

心配ごと相談
　一人で悩まず、一度相談してみま
せんか。どの会場でも相談できます。
　相談の時間は、下記のとおりです。
◦一般相談　午前 9 時〜正午
◦司法書士相談　午前 10 時〜正午
◦法律相談　
　【山鹿】午前 10 時〜午後３時
　【鹿北】午前 10 時〜正午

【山鹿】
　①一般相談　12 月２日㈮
　②�司法書士相談（登記関係）
　　12 月９日㈮※要予約
　③法律相談　12 月16 日㈮※要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ (43)1134
【鹿北】
　①一般相談　12 月８日㈭
　②法律相談　12 月22 日㈭※要予約
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ (32)2696
【菊鹿】
　①一般相談　12 月７日㈬
　②�司法書士相談（成年後見・多重
債務・登記関係）

　　12 月 14 日㈬※要予約
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　　ひまわり館　☎ (48)5060
【鹿本】
　①一般相談　12 月６日㈫
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ (46)2206
【鹿央】
　①一般相談　12 月５日㈪
◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ (36)3811
問社会福祉協議会本所  ☎ (43)1134

定例相談
相談は無料で、秘密は固く守ります。



オ ム ロ ン
ハンドボール部

　山鹿市杉にあるオムロンリレーアンドデバイスのオムロ
ンハンドボール部は、1974（昭和４９）年に立石電機ハン
ドボールチームとして発足以来、山鹿市を拠点に活動を
行う、国内でも指折りの女子実業団チームです。
　また、市内の小中学校をはじめとしたハンドボール教
室の開催など、地域貢献活動にも取り組んでいます。
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①栄養士（正社員）と②介護福祉士（正社員）の募集（植木町での勤務です）

①栄養士
給与 ： 月給161,000円（資格手当込み）～
職種 ： 栄養管理業務
時間 ： 8：30～17：30
休日 ： 週休２日制（シフト制）
資格 ： 栄養士
その他：各種保険完備、賞与、昇級、退職金制度、交通費

②介護福祉士
給与 ： 月額158,200円（資格手当込み）～
職種 ： 介護業務（夜勤有り）
時間 ： 8：30～17：30、17：30～10：30、7：00～17：00
休日 ： 週休２日制（シフト制）
資格 ： 介護福祉士、普通自動車運転免許（AT限定可）
その他：夜勤専門の介護職も募集中です（時給：720円以上）

医療法人滄溟会　熊本市北区植木町正清888
総務課：辛島、大塚（096-274-7700）　詳細はお気軽にお尋ねください。

第 41 回 日本ハンドボールリーグ　開催中！

試合結果

オムロン 20［　　］15 ソニーセミコンダクタ 9- 8
11- 7

・第６戦

オムロン 28［　　］16 HC 名古屋17-11
11- 5

・第７戦

オムロン 16［　　］17 広島メイプルレッズ 8- 7
 8-10

・第８戦

　第 41 回日本ハンドボールリーグが
開催中です。10月 29日に第８戦が行
われ、前半戦を終えました。現在、６
勝２敗で２位です。後半戦は来年１月
から始まり、熊本県で５試合が開催さ
れます。
　優勝を目指して頑張ってください！

◦第68回日本ハンドボール選手権　
　期日：12月 20日㈫〜 25日㈰　場所：東京都

◦第41回日本ハンドボールリーグ（熊本大会のみ掲載）

今後の試合予定 ※日程などは変更になる場合があります。

期日 時間 場所

１月９日㈷ 午後２時 水俣市立総合体育館

１月14日㈯ 午後２時 山鹿市鹿本体育館

１月21日㈯ 午後１時55分 山鹿市総合体育館 ※テレビ中継

１月28日㈯ 午後２時 人吉スポーツパレス

２月18日㈯ 正午 天草市民センター



問い合わせ先・・・山鹿市地域包括支援センター　☎（43）1077（山鹿健康福祉センター内）
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　　　認知症に関する講座のこと

　絵本教室（子ども認知症サポーター養成講座）でオレンジリングをGET !

　「認知症サポーター養成講座」を受けた人が「認
知症サポーター」となります。
　認知症に関する講座は、学校以外にも各地区
の公民館や企業などでも行っています。各講座
の受講を希望する人（団体）は、地域包括支援
センターにお問い合わせください。
出前講座
　ご希望の日時、場所にスタッフが出向き、認
知症の症状や対応の仕方、地域での見守りにつ
いて１時間半程度の講座を行います。

認知症サポートリーダー養成講座
　認知症についての講座を月に 1 回受講し、１
年間を通して詳しく認知症について学びます。

　市内の小中学生を対象に絵本教室を実施しま
した。子ども認知症サポーターとなった児童に
は、サポーターの印であるオレンジリング（ブ
レスレット）をプレゼントしています。絵本教
室は、絵本を読んだり、グループ活動で意見交
換をしたり、クイズに答えたりと、子どもたち
でも楽しく学習できる内容です。学習した内容
を各家庭で話してもらい、家族でも認知症につ
いて一緒に考えて正しく理解していただければ
と思います。

オレンジリングをGETした子どもたち（大道小学校）

認知症クイズに答える子どもたち（三岳小学校）

グループワーク後の発表（八幡小学校）

開催日 開催校

９月27 日 八幡小４年生

10 月11 日 大道小４年生

10 月14 日 三岳小４年生

10 月20 日 千田小６年生

10 月21 日 菊鹿小４年生

10 月25 日 中富小６年生

10 月28 日 山鹿小４年生

開催日（予定） 開催校

11 月 16 日 山鹿中３年生

11 月 22 日 鶴城中３年生

12 月 12 日 菊鹿中１年生

12 月 20 日 山内小 3・4 年生

３月頃 城北高１年生
（10 月31 日現在）



山鹿市地域包括支援センターだより
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　運動型通所事業（はつらつ学校）のご紹介

　70歳介護予防教室を開催しています

　山鹿市内の施設に週１回通い、その人の目標
や現状に合わせて、体操やストレッチを中心と
した運動メニュー、栄養改善・口腔ケアなどの
介護予防プログラムを、健康運動指導士が支援
します。詳しくは地域包括支援センターへお問
い合わせください。
対象者　○要支援１・２の判定を受けている人
　　　　○�基本チェックリスト（25 問の質問）に

回答し、介護予防が必要と判定された人

時　　間　午前 10 時～午後２時
利用期間　週１回×４カ月間（全 16 回）
利 用 料　１回利用につき 500 円（食事代別）
　　　　　※負担割合が２割の人は 1,000 円
場　　所　�健康福祉センター（山鹿）
　　　　　ひまわり館（菊鹿）
　　　　　ゆ～かむ（鹿北）
　　　　　※送迎があります。

フリスビー対決をして運動中

体力測定の様子

介護予防の体操

肩を回して体操

　現在、75 ～ 80 歳の人を中心に介護保険の申
請が増えています。いつまでも元気に生きがい
を持って過ごしていただくために、70 歳到達時
期に介護予防教室を開催しています。通知が届
いたら、ご自身の介護予防のためにぜひお越し
ください。

①体力測定
　　　　ご自分の今の体力・筋力を測ります。
②市からの説明
　　　　�介護予防や、介護保険の状況について

説明します。
③薬剤師からの講話
　　　　�服薬の仕方、薬の管理などについて薬

剤師が説明します。
④体力測定の結果説明
　　　　体力・筋力測定の結果を聞きます。
⑤介護予防体操を指導
　　　　予防のための体操を指導します。

教室での流れ
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＊�掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り
決めによる漢字を使用しています（秘書企画課）

山
鹿
市
公
式
ブ
ロ
グ

QR コード

倶楽部
すくす

く
応募時に３歳以下のお子さんを紹介するコーナーです。きょうだいなど複数人で写っている場合、３
歳以下のお子さんがいれば掲載できます（１人１回）。掲載を希望する人は、写真（データも可）とメッ
セージ・住所・氏名・生年月日を書いて、山鹿市役所秘書企画課へ郵送するか持参してください。

あ
と
が
き

♠️
先
日
、
上
天
草
で
釣
り
を
し
た
帰

り
道
。
磯
で
７
時
間
立
ち
っ
ぱ
な
し

と
い
う
過
酷
な
環
境
で
疲
れ
て
い
た

私
は
、
松
橋
イ
ン
タ
ー
か
ら
高
速
に

乗
り
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
走
る
と
、

十
数
キ
ロ
の
渋
滞
に
遭
遇
。
進
ん
だ

り
止
ま
っ
た
り
の
繰
り
返
し
で
、
右

足
が
攣つ

り
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
高
速
道
路
上
で
す
ぐ
に
休
憩

す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
目

の
前
に
は
ベ
ン
ツ
、
隣
に
レ
ク
サ
ス
。

高
級
車
に
囲
ま
れ
、
今
に
も
攣
り
そ

う
な
右
足
に
細
心
の
注
意
を
払
い
な

が
ら
、
必
死
に
運
転
し
ま
し
た
。
今

後
、
釣
り
の
あ
と
は
入
念
な
ス
ト
レ
ッ

チ
と
、
早
め
の
休
憩
を
心
掛
け
ま
す
。

皆
さ
ん
も
長
時
間
の
運
転
に
は
気
を

付
け
て
く
だ
さ
い
（
番
）

　このたび「山鹿元気プロジェク
ト」の取り組みの一つとして、新
たなポスターが完成しました。
　熊本地震の発生から半年以上が
経過した今も、益城町をはじめと
した被災地の復興はこれからであ
り、厳しい状況はまだ続くことが
予想されています。そのような熊
本全体に元気をもたらすため、ポ
スターの制作を企画しました。
　撮影は７月 28 日、市役所エン
トランスロビーと大階段を使って
行い、モデルとして赤ちゃんから
お年寄りまで老若男女 72 人の市

民の皆さんにご協力いただきまし
た。すでに完成している「歌舞れ。」
のポスターは、山鹿灯籠という素
材としての素晴らしさを、山本寛

かん

斎
さ い

さんの目を通して表現されたも
のですが、今回のポスターは山鹿
の元気を前面に出して、熊本の先
頭に立って盛り上げていくぞ、と
いう気概を示すものです。
　今後は熊本（山鹿）の元気を県
外にアピールするため、空港や駅、
公共交通機関など、県外の人の目
に触れる場所へ積極的に掲示した
いと考えています。

山鹿元気プロジェクト通信   No.5
問商工観光課
☎ (43)1579

■人の動き
人口 19 人減りました 53,684 人
男性 増減ありません 25,292 人
女性 19 人減りました 28,392 人
世帯数 16 世帯増えました 21,630 世帯
〜14歳 11.9 ％ 6,375 人
15歳〜64歳 53.5 ％ 28,711 人
65歳〜 34.6 ％ 18,598 人

10 月末現在 (増減は前月末比 )

熊本の復興に向けて山鹿から元気を発信！

♡メッセージ　いつまでも姉妹仲良くね！
♡メッセージ
じいじ、ばあば、いつもかわいがってくれてありがとう♡

（H27.11.24 生まれ）
方保田（山鹿）

　ふなつ　　　　ほのか

船津　穂乃佳ちゃん

（H22.9.4 生まれ）
広（鹿央）

　 かなもり　　 はるき

金森　桜希ちゃん
（H27.10.4 生まれ）

広（鹿央）

　 かなもり　　  つかさ

金森　月桜ちゃん

（H23.5.18 生まれ）
方保田（山鹿）

　   ふなつ　　 ゆうしん

船津　佑眞ちゃん


